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15 15 15 15 15

1 2 2日～3日

3 4 5 6 7 9 8日 学内立入制限日（午後）

10 11 12 13 14 15 16 15日 前期成績通知

17 18 19 20 21 22 23 19日～27日 後期履修登録期間 【履修登録制限科目の登録：19日～21日】

24 25 26 27 28 29 30 20日 秋季学位記授与式

22日 秋季入学式

25日 後期授業開始

29日～10月2日 履修登録確認期間（10月3日履修登録確定）

1 1 1 1 1
〔学期末試験〕は、各授業曜日末（15回）を目安としますが担当教員の指示に従ってください。
〔授業等調整期間〕とは、補講、補習及び試験に利用できる期間を言います。
〔集中講義〕は、原則として上記日程で行いますが、講師の都合により変更となる場合があります。
上記日程は変更になる場合もありますので、掲示等に注意してください。

日業休斉一学全：間期義講中集：間期整調等業授：日限制入立内学：日業授：

3
4
5

９

月

電気設備定期点検による停電

注1
2

７

月

８

月

４

月

５

月

６

月

令和５年度（2023年度） 学 年 暦
学 事

8

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1日 後期開始

8 9 10 11 12 13 14 6日 防災訓練【調整中】

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28 24日～30日 履修登録取消期間

29 30 31 27日 休講

28日～29日 大学祭【調整中】

4 5 4 4 3

1 2 3 4 １日 金曜日授業（水曜日授業休講）

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

4 4 4 4 4

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16 15日 夢灯り（予定）

17 18 19 20 21 22 23 12月23日～1月8日  冬季休業期間

24 25 26 27 28 29 30
31

3 3 3 3 4

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13  9日 金曜日授業（火曜日授業休講）

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 30日～2月5日  後期授業等調整期間

3 2 3 3 3

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10 6日～3月31日 春季休業期間

11 12 13 14 15 16 17 6日～9日 後期集中講義期間

18 19 20 21 22 23 24 13日～3月31日  学生センター窓口事務取扱時間短縮（～17時）

25 26 27 28 29

15 15 15 15 15

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23 19日 学位記授与式（四大、大学院、短大）

24 25 26 27 28 29 30 19日 後期成績通知

31 31日 学年終了

３

月

１

月

２

月

10

月

11

月

12

月

学 事

岩手県立大学・岩手県立大学大学院・盛岡短期大学部



オムニバス方式
（Omnibus）

　ある一つのテーマに対し、複数の教員がそれぞれ独立した講義等を行い、一つの授業科目と
して成立させる授業方式。

学期 　学校において教授、学習、校務等の整理の便宜のために学年をいくつかに区切った期間。学
則により定めており、本学の場合には前期と後期の2期制としている。なお、1年を数回の学期に
区分し、各学期毎に授業を完結し成績評価を行う制度を「セメスター制」という。

CAP制度
（Credit Cap System）

　履修科目の登録に際し、学期ごとに履修することができる単位数に上限を定める制度。学習す
べき授業科目を精選することにより十分な学習時間を確保し、授業内容の十分な理解を進めるこ
とを目的とする。本学では、四大においてこの制度を導入している。

カリキュラム・ポリシー
(CP)
(Curriculum Policy)

　教育課程の編成方針。各課程教育において、ディプロマ・ポリシーで定めた達成目標の実質
化・体系化を図るための方策・手段。

コンソーシアム
（Consortium）

　複数の個人、企業、団体、政府（又はこれらの任意の組合せ）により組織される団体。高等教育
機関においては、近隣地域に立地する複数の大学等により高等教育及び学術研究の振興、地
域社会への寄与等を目的として組織されることが多い。
　岩手県では平成20年に「いわて高等教育コンソーシアム」が設置され、共同シンポジウム、構成
大学間の単位互換、図書館の相互利用等の事業を実施している。加盟校は岩手大学、岩手県
立大学、盛岡大学、富士大学、岩手医科大学、岩手県立大学盛岡短期大学部、岩手県立大学
宮古短期大学部、盛岡大学短期大学部、放送大学岩手学習センター、一関工業高等専門学校
の10校となっている。

在学年限 　在学することができる年限。本学においては、学部の学生は休学期間を除き8年（岩手県立大
学学則第8条）。盛岡短期大学部の学生は4年（岩手県立大学盛岡短期大学部学則第8条）。研
究科博士前期課程の学生は4年、博士後期課程の学生は6年（岩手県立大学大学院学則第6
条）。

期末試験 　学期末までに期間を定めて行うが、授業科目によっては、随時行われる試験。
　試験の方法（筆記、口述発表、論文・レポート提出、実技又は作品制作等のいずれか、若しく
はこれらの併用による）は、当該授業科目の各担当教員が決定し、実施している。

追試験 　所定の試験に欠席した者に対する試験。原則として行わないが、病気その他やむを得ない事
情がある場合に限り、願い出により追試験を受けることができる（岩手県立大学履修規程第8
条）。

再試験 　試験を受験して不合格になった者に対する再度の試験。原則として行わないが、やむを得ない
事情により教授会で認められた場合には、願い出により再試験を受けることができる（岩手県立
大学履修規程第9条）。

不正行為 　試験（期末試験、追試験、再試験）において不正行為をした者は、学則の規定による懲戒処分
のほか、履修規程の規定による成績「不可」の措置がある。

再履修 　単位を修得することができなかった（「不可」の評価を受けた）科目を、次学期以降に改めて履
修すること。再履修により「可」以上の評価を受けた場合には、GPAの算定において前学期以前
の「不可」の評価は除外される。

GPA制度
（Grade Point Average）

　学生毎の成績を履修単位当たりの平均値により表す制度。成績が数値化されることにより、学
生の学習意欲の向上、厳格な成績評価、適切な修学指導への効果等を目的としている。
　本学においては、5段階の評価（秀、優、良、可、不可）にそれぞれ4～0のGP（グレードポイン
ト）を与え、この点数の履修単位当たりの平均値を算出するものとしており、対象となる科目は学
部により異なる。学期GPA、年度GPA、通算GPAの３種類が算定される（岩手県立大学グレード
ポイントアベレージ制度運用規程）。

自由聴講科目 　自由選択により履修することができるが、卒業に必要な単位として算定されない科目。

修業年限 　卒業（修了）するために必要となる、学校に在学する年限。本学の場合は、学部は4年（岩手県
立大学学則第7条）、盛岡短期大学部は2年（岩手県立大学盛岡短期大学部学則第7条）、研究
科博士前期課程は2年、博士後期課程は3年（岩手県立大学大学院学則第5条）。

集中講義 　通常の授業とは別に、主として他大学等の教員により特定の日時に集中して行う授業。夏季・
春季休業期間中に「集中講義期間」が設けられる。

授業等調整期間 　正規の授業期間内に休講となった科目の補講又は学期末の試験を集中的に実施する期間。
この期間は特別な時間割が作成され、掲示により周知される。

用語集

試
　
　
験



シラバス
（Syllabus）

　授業計画の詳細を示す資料。授業の全体概要、各回の授業内容、成績評価の基準及び方
法、教科書・参考書籍等が示される。本学においては、事務管理公開システム又は大学ホーム
ページから参照することができる。

先修条件 　ある授業科目を履修するに当たって、その前に履修しておく必要がある別の授業科目その他
の必要な条件（岩手県立大学履修規程第11条）。

選択科目 　自由選択により履修することができるが、その中から卒業に必要となる所定の単位を修得しな
ければならない科目。

卒業（修了）要件 　卒業（修了）するための要件。大学の場合には、124単位以上を修得するものとされている（大
学設置基準第32条）。短期大学の場合には、62単位以上修得するものとされている（短期大学
設置基準18条）。大学院の場合には、博士前期課程は2年以上在学し、30単位以上修得、か
つ、修士論文の審査及び試験に合格すること、博士後期課程は大学院に5年（修士課程におけ
る2年の在学期間を含む。）以上在学し、30単位以上を修得し、かつ、博士論文の審査及び試験
に合格することとされている。（大学院設置基準第16条、第17条）。
　修得が必要となる授業科目及び単位数の内訳については、学則別表に学部・研究科毎に定
められている。

単位互換 　短期大学、四年制大学や大学院が相互に他大学の学生の聴講を認め、学生が在学校以外の
大学の授業に出席し所定の試験に合格した場合には、その結果を在学校における単位として認
定する制度。

単位制度 　単位を基準として学習量を測る仕組み。1単位の授業科目は、45時間の学修を必要とする内容
で構成することが標準とされている。おおむね15時間～45時間までの範囲で大学が定める時間
をもって1単位とする。（大学設置基準第21条第2項）

長期履修学生制度 　学生が職業を有している等の事情により、修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教
育課程を履修し卒業することを認める制度(大学院設置基準第15条、大学設置基準第30条の2
の準用)。本学では、大学院においてこの制度を導入している(岩手県立大学大学院学則第13条
の3)。

ティーチング・アシスタント
(TA)
（Teaching Assistant）

　教育の補助業務を行う学生。大学院生を対象として、学部学生等に対する助言や実験・実習・
演習等の授業補助業務を行わせることにより、大学院生への教育トレーニング機会の提供と、手
当の支給による経済的支援を目的としている。

スチューデント・アシスタン
ト（ＳＡ）
（Student Assistant）

　学士課程の学生を授業の補助業務に携わらせる場合、ＴＡとは区別してスチューデント・アシス
タント（ＳＡ）という。

ディプロマ・ポリシー
(DP)
(Diploma Policy)

　学位授与の方針。卒業（修了）までにどのような能力の習得を目指すのか、学生が達成すべき
具体的な学習成果を設定したもの。

ピア・サポート
(Peer Support)

　ピア（仲間）同士によりサポート（支援・支え合い）を行う仕組み。大学においては、生活面や学
習面等において先輩や友人が相談相手となる等の制度をいう。

必修科目 　卒業要件として必ず修得しなければならない科目。

プレイスメント・テスト
（Placement Test）

　習熟度別クラス分けのための試験。本学においては「英語基礎演習」・「英語実践演習」科目に
おいて受講者の習熟度水準に応じた授業を行うために実施している。

履修制限科目 　教育効果の観点、又は教室の収容定員の関係上、履修者の人数制限を設ける科目。本学に
おいては、他の科目とは別に履修登録日（時間）を設け、システムによる抽選で履修者を決定す
る。

履修登録 　各学期の初め（年2回）に、学生自らが履修しようとする授業科目を登録する必須の手続。この
手続を行わずに授業や試験を受けても単位を修得することはできない。

履修取消制度 　履修登録科目確定後、「授業の内容が自分の関心と異なっていた」「授業についていけない」
等の事情が発生した場合に、履修放棄によるGPAの低下を防ぐための措置として、履修登録の
取消しをすることができる制度。履修取消期間中に取消しのみ認められ、新たな科目の登録をす
ることはできない（岩手県立大学履修規程第4条の2）。

教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト





履　　修





― 1 ―

　

  

本 修の き は、 さんが本学で学 を めてい で必要な、 修に関する を学 や 修規

等に いて編集したものです。 

するまで に に いて 会ある とに し、 しい認 のもと 修 に てて さい。 

学では、学 の 要な や連 、 修や に関わる は、

学 により します。 や試験等に関わる 要な

ですので、必 確認して さい。 示や された は学 に されたものとみなされます。 

また、学 人 に ールで連 を行うこともあります。 ール も定 的に行うようにして さい。 

修や、成 に関することで分からないことがある 、 出しを受けた は、本 １ の学 ーに

お問い合わせ さい。 

学  

本 の か、 学 ー ージ 学 には、 修関 の 要な を してい

ます。定 的に確認して さい。 

また、 証明 の申請 を ー できます。

学 学  

 

・学  

・ 間  

・ ス 

・学 、 修規 などの規 集 

・ 証明 、 など） 

（ ）  

・ 学学  

・ 学 学 学  

・ 学学位規  

・ 学 修規  

・ 学 規  

・ 学 学 研究科 修規  

・ 学 ー ージ 規  

学  
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 学 学  

学では、学位修 ）に けて必要な科 を選択し、 を受けます。 までには の科 の

を受ける必要がありますが、それらの科 を の に て い修めてい ことが 修 です。 

修は、本学の学 や 修規 等に沿って行われます。その中で、どの を 修するのか、学 の 間

はどうするのかなど、 学において をどのように学んでい のかを めるのは学 ですので、一人一人

がよ えて 修を める必要があります。 

学における科 修は、 らの において 修 を て、 に必要な単位を 的に修 してい

ことに があります。 

修の方法を ると、 や 、 格 に を すことがあります。以下の を 読し、しっかりと

した 修 を てて さい。 

（ 学 ） 

（ ） 

（ ） 

また、 ４ に行われる スは、 修関 の 要な を る 会ですので必 出 して さい。 

スとは、 の や め方などを記した のことです。 修する科 の選択、 の受

にあたり、 切な が記 されています。 スをよ 読 ことにより、その科 に関する 的な ージ

を つことができるとともに、 の 修 における 科 の位 けを することもできます。 

 スは に 新され、前 科 と後 科 のい れも の には公 されます。

修 前には、当該学 に される科 の スに必 を し、 修する科 選択の にするととも

に、その の学修 をしっかり理解した で にの ことが 要です。 

 
・ 科 ） 
・ 当教員 
・ 間 
・ 当  
・ 学 以 の受  
・教  
・  
・ 格対  
・ の らい・ 要 
・ ー ー  
・学修  
・ の位 け 
・ の  
・教科 学 が必 備するもの  
・ 等 
・ の  
・成 評価の方法 
・ 前、 後の学修 
・ 修にあたっての 点 

・実 験を かした  

 

 



― 3 ―

　

位

単位とは学修 間を表す で、 の 科 について 定の 間を 修し、試験その の方法により

合格と 定されたときに与えられます。 

単位 は 科 とに定められ、 に必要な単位 要 単位 ）は、学 とに定められていま

す。 

科 の単位 は、 位 学 とする で

構成され、 の により 定されます。 

学  

単位を修 するためには、教 の学修 ） けでな 、教 の学修 学 ）を合わせた十

分な学修が必要です。 当教員の指示に いながら、 的に り みまし う。 

 えば、２単位修 するためには  

１単位 間の学修が必要ですから、２単位の 科 で単位を修 するためには 間の学修が

必要ということになります。 間の は、 で 間 の 間 分は２ 間として

します）、 り 間がその に対する 学 に要する 間です。 

学 学  

  ２ 間  間 

学    間 

 間 

 間 間の範囲 で定める 間の をもって 単位とする。 

 間 間の範囲 で定める 間の をもって 単位とする。 

 必要な学修等を評価して 定の単位を与える。 

 

学  
四大（履修の手引）

授業を受ける際の注意「情報モラル、著作権の尊重」について

以下のような行為は、授業（演習、実習を含む）の妨害や著作権の侵害、他者への迷惑行為にな
ることがあり、場合によっては、岩手県立大学学則第37条３項４号に該当し、懲戒（訓告，停学お
よび退学）を受ける可能性があります。厳に慎んでください。

～ 行為の一例 ～
❖ オンライン会議システムのURLや認証情報を、他者に公開すること。
❖ 担当教員の許可無く、次のような行為をすること。
・授業で提供された資料等を、他者に配布、公開すること。

・授業の様子を撮影、録音すること。
・授業の様子を撮影、録音したデータを、他者に配布、公開すること。

授業は、担当教員の注意や指示に従い受講してください。

【参考 : 岩手県立大学学則 第37条】
学長は、この規則その他の規程に違反し、又は学生としての本分に
反する行為をした学生を懲戒することができる。
３ 退学の処分は，次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。
（４）本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者

 学 学  

学では、学位修 ）に けて必要な科 を選択し、 を受けます。 までには の科 の

を受ける必要がありますが、それらの科 を の に て い修めてい ことが 修 です。 

修は、本学の学 や 修規 等に沿って行われます。その中で、どの を 修するのか、学 の 間

はどうするのかなど、 学において をどのように学んでい のかを めるのは学 ですので、一人一人

がよ えて 修を める必要があります。 

学における科 修は、 らの において 修 を て、 に必要な単位を 的に修 してい

ことに があります。 

修の方法を ると、 や 、 格 に を すことがあります。以下の を 読し、しっかりと

した 修 を てて さい。 

（ 学 ） 

（ ） 

（ ） 

また、 ４ に行われる スは、 修関 の 要な を る 会ですので必 出 して さい。 

スとは、 の や め方などを記した のことです。 修する科 の選択、 の受

にあたり、 切な が記 されています。 スをよ 読 ことにより、その科 に関する 的な ージ

を つことができるとともに、 の 修 における 科 の位 けを することもできます。 

 スは に 新され、前 科 と後 科 のい れも の には公 されます。

修 前には、当該学 に される科 の スに必 を し、 修する科 選択の にするととも

に、その の学修 をしっかり理解した で にの ことが 要です。 

 
・ 科 ） 
・ 当教員 
・ 間 
・ 当  
・ 学 以 の受  
・教  
・  
・ 格対  
・ の らい・ 要 
・ ー ー  
・学修  
・ の位 け 
・ の  
・教科 学 が必 備するもの  
・ 等 
・ の  
・成 評価の方法 
・ 前、 後の学修 
・ 修にあたっての 点 

・実 験を かした  
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（ ）

は や 学 などで行われます。 

それ れの の実 場 は、 間 で確認して さい。教 の場 が分からない は、 学

の ス で ることができます。 

の 当教員の により教 を することがあります。 

学の行 は 当教員の公 、出 、 等の理 により ができな なった場合は、

になります。 

教員の 前指示や ・教 の 示がな 、 から 分 しても教員が教 に

ない場合には、学 ーに確認し、指示を受けて さい。 

５

となった に対しては、 として が行われます。 

、 等のため を する場合の い 出が必要かどうか、提出方法をどうするか、

出理 を成 評価に するか か等）は、 学 等や 当教員の に されています。 

スや ス等で での 出の要 ・方法を確認のうえ、 出の必要な のみ

を提出して さい。 

） ールによる提出については 学 に を しています。 

 

  

    ５  
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（ ）

は や 学 などで行われます。 

それ れの の実 場 は、 間 で確認して さい。教 の場 が分からない は、 学

の ス で ることができます。 

の 当教員の により教 を することがあります。 

学の行 は 当教員の公 、出 、 等の理 により ができな なった場合は、

になります。 

教員の 前指示や ・教 の 示がな 、 から 分 しても教員が教 に

ない場合には、学 ーに確認し、指示を受けて さい。 

５

となった に対しては、 として が行われます。 

、 等のため を する場合の い 出が必要かどうか、提出方法をどうするか、

出理 を成 評価に するか か等）は、 学 等や 当教員の に されています。 

スや ス等で での 出の要 ・方法を確認のうえ、 出の必要な のみ

を提出して さい。 

） ールによる提出については 学 に を しています。 

 

  

    ５  

     

 

 

 

の 間の に、下記のような 間が設けられています。 

科 は、学 の場合、 のように分 されます。 

なお、研究科は、それ れの ュ を して さい。 

  

 
一定 間に集中して を行う 科 があります。集中 は、 に

中 ・下 、 中 に行われます。 

 
の 間 に となった科 の や、試験が実 される 間。

この 間の 等は、 とは う 間 で行われます。 

 

 

４学 で される科 。

 

学 のみで される科 。

 

必 修 しなければならない科 。 

 

選択によって 修できるが、その中

から に必要な 定の単位を修 しなけ

ればならない科 。 

 

選択によって 修でき、 に必要

な単位として 定されない科 。
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修 は、 学 の めに、学 らが 修しようとする 科 を する必 の 続です。 

学 は、 により、 理公 ス で 修 を行います。なお、 作方

法は、 学 ス 作 ュ ル を して さい。 

位  

修 の れや方法をしっかり理解し、 確実に 修 を行って さい。 

本 に記 されている 修 のルールを 読し、 修 に

必要な を 集したら、どの 科 を 修するか を て

ます。 

本 の 等を し、 分の 間 を作成

しまし う。 

         あらか め しておいた 修 に沿って、この 間 に確

実に を行って さい。 

修 は、その の学 や 示で確認を行って

さい。 

※ 修しようと えている には、 前であっても の

から出 して さい。 

修 した を確認し、必要に て修 ・ ・

）を行います。この 間をもって 修科 が確定します。この

間終了後は、新たな科 の や別の科 の ができな

なりますので、必修科 等の 修 れなどがないように必 確認

を行って さい。

修 を行い、 間 を受けてみて、当 の 的が 成される みがない等の理 が

ある場合には、この 間中に 修 を り すことができます。 修の には、 の提

出が必要です。 

 これは、 修 による 評価で  ）が 下することを ための

として設けているものです。 

履
修
登
録
期
間
前

履
修
登
録
期
間

履
修
登
録
確
認
期
間

約
１
週
間

約
２
日
間
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修 は、 学 の めに、学 らが 修しようとする 科 を する必 の 続です。 

学 は、 により、 理公 ス で 修 を行います。なお、 作方

法は、 学 ス 作 ュ ル を して さい。 

位  

修 の れや方法をしっかり理解し、 確実に 修 を行って さい。 

本 に記 されている 修 のルールを 読し、 修 に

必要な を 集したら、どの 科 を 修するか を て

ます。 

本 の 等を し、 分の 間 を作成

しまし う。 

         あらか め しておいた 修 に沿って、この 間 に確

実に を行って さい。 

修 は、その の学 や 示で確認を行って

さい。 

※ 修しようと えている には、 前であっても の

から出 して さい。 

修 した を確認し、必要に て修 ・ ・

）を行います。この 間をもって 修科 が確定します。この

間終了後は、新たな科 の や別の科 の ができな

なりますので、必修科 等の 修 れなどがないように必 確認

を行って さい。

修 を行い、 間 を受けてみて、当 の 的が 成される みがない等の理 が

ある場合には、この 間中に 修 を り すことができます。 修の には、 の提

出が必要です。 

 これは、 修 による 評価で  ）が 下することを ための

として設けているものです。 

履
修
登
録
期
間
前

履
修
登
録
期
間

履
修
登
録
確
認
期
間

約
１
週
間

約
２
日
間

 

 

 

 

教 科 、 科 、 学 の一 の 科 など 修者 に を設けている

科 があります。 

修 科 と定員 、 修 スケジュールの は、 示によりお らせします。 

修者の 定は 選により行い、その結果、 が出た科 については で が です。 

修 科 の 修 にあたっては、以下のことに十分に して さい。

５

修できない科  

・ 修 をしていない 科  

・ に単位を修 した 科  

・ 間 が する 科 科 ） 

・ 修 のある科 で、 修 者がその を たしていない場合 

科  

前 科 は前 、後 科 は後 にそれ れ 修 を行うのが です。た

し、 科 の場合は、前 に 修 を行うと後 は 的に 修 が行われます。 

実 科 ・集中 科  

・ に する の下に、集中 と実 の がありますので、 れ に

を行って さい。 

当 と 修  

科 には 修できる の があり、 分の と 、 は下位の

の 科 は 修できますが、 位の の 科 は 修できません。 

修 

単位の修 が認められなかった科 は、 の 修 科 との 間 が しない場合に

り、後 に 修することができます。 は ス分けがあるため、学 示をよ 確認し、

指示に って 続きして さい。 

科 の ・  

修 間における 修 を き、 修 確認 間終了後の科 の や は

認められません。

、 に 科 の必修科 など必 修しなければならない がないか、 間

表をしっかり確認して さい。 

学 に 修できる単位 の が まっています。その を えないよう、 修 科

とそれ以 の科 の合 単位 を 修 前に必 して さい。 
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教 科 の 修 は、下記の に して行います。 

  科  

科  

教 ・ は、学 に分かれて される科 です。 

必 分の の学 の スで 修して さい。 学 の スでの は、認められま

せん。

 

学 と１ 後 に行われる ス ・ ス の結果により スが指定さ

れます。 ス編成は しますので、指定さ

れた スの ・ の 科 を 修して さい。 

指定 ス以 の スに 修 しても、 修は認められません。 

理 

科 の スを として スに編成されます。

科 を 修して さい。 

た し、編 学 は 修の場合に り、指定 ス以 での 修 が です。 

この場合、受 人 の が設定されますので、学 ーに して さい。 

 

間に の が されることがあります。 スで を確認し、 の科

の 間 との に しながら、い れか の ・ の科 を選択して さい。 

教  科  

一 科 を き、 修者 の があります。また、 科 は ・学 により なる場合

があります。科 の は 示により します。 

域教  

いわて創 学 は、 修にあたって 修 として、 いわて創 学 の単位修

が必要です。 

いわて創 実 は、 修するための が設けられています。 は、 ３ の

の 修 を して さい。 

教  

本 を ）の 修にあたっては、 修 として、 一 の の単

位修 が必要です。 

の 修にあたっては、 修 として、 一 の ・ の単位修 が必

要です。 

本 は、 人 学 のみ 修できます。 

ー ル理解 は、 修するための が設けられています。 は、 ３２の

の 修 を して さい。 

題別教  

以 ）での 修を する科 があります。 は、 修 の で確認し

て さい。 
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教 科 の 修 は、下記の に して行います。 

  科  

科  

教 ・ は、学 に分かれて される科 です。 

必 分の の学 の スで 修して さい。 学 の スでの は、認められま

せん。

 

学 と１ 後 に行われる ス ・ ス の結果により スが指定さ

れます。 ス編成は しますので、指定さ

れた スの ・ の 科 を 修して さい。 

指定 ス以 の スに 修 しても、 修は認められません。 

理 

科 の スを として スに編成されます。

科 を 修して さい。 

た し、編 学 は 修の場合に り、指定 ス以 での 修 が です。 

この場合、受 人 の が設定されますので、学 ーに して さい。 

 

間に の が されることがあります。 スで を確認し、 の科

の 間 との に しながら、い れか の ・ の科 を選択して さい。 

教  科  

一 科 を き、 修者 の があります。また、 科 は ・学 により なる場合

があります。科 の は 示により します。 

域教  

いわて創 学 は、 修にあたって 修 として、 いわて創 学 の単位修

が必要です。 

いわて創 実 は、 修するための が設けられています。 は、 ３ の

の 修 を して さい。 

教  

本 を ）の 修にあたっては、 修 として、 一 の の単

位修 が必要です。 

の 修にあたっては、 修 として、 一 の ・ の単位修 が必

要です。 

本 は、 人 学 のみ 修できます。 

ー ル理解 は、 修するための が設けられています。 は、 ３２の

の 修 を して さい。 

題別教  

以 ）での 修を する科 があります。 は、 修 の で確認し

て さい。 

５  

およ の 続きは、それ れ以下のように行います。

試験は、筆記、口述、 ー 提出、実 、実 等により行われます。 

  

 

 

試験は、 終 に実 されます。た し、 の 当教員

が必要と認めたときは 試験が行われ、これをもって 試験の わりと

することがあります。 

 

定の試験に した者に対する試験。 として行わないが、 そ

の や を ない がある場合に り、 い出により 試験を受けること

ができます。 

 

試験を受験して 合格になった者に対する の試験。 として行わ

ないが、や を ない により教 会で認められた場合には、 い出によ

り 試験を受けることができます。 

の 続き 

学 ー から 

を ー  

は 

学 ーで を受領

当教員の指示を受ける

学 ーに を提出 

受験 

の 続き 

ス ール 理公 ス
に対 者 示 

理公 ス から 
を ー  
は 

学 ーで を受領 

学 ーに を提出 

受験 
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 修 をしていない 科 の受験は認められません。 

 試験の受験に しては、学 証を に提示して さい。 

 試験において をした者は、学 による 分を受ける か、当該学 の成

の があります。 

 

試験における 行 とは、 に る行 をいいます。   

１） 試験 者の指示や に わないこと。 

２） 人として受験すること、 は、 人に受験させること。 

３） 試験解 を すること。 

４） ・ ー ー それに する 等の 、 は、それらを すること。 

５） 、 、 、 等に解 それに するものを き こと。 

６） が されていない 、 ー 等を すること。 

７） が されている 、 ー 等を すること。 

） 解 を させること、 は、 しとること。 

） 人の解 を み ること。 

） 、 作等で解 を すること、 は、 を受けること。 

） 作成者の の に わら 、 人が作成した ー を し、 分の文 として提出

すること。 

） ー に出 を明記せ に、文 や ー 、 の記述・ を ーし、

ー に すること。 

） 人に し、または 人の を受けて ー を作成すること。 

） その 、これに する行 を行うこと。 
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 修 をしていない 科 の受験は認められません。 

 試験の受験に しては、学 証を に提示して さい。 

 試験において をした者は、学 による 分を受ける か、当該学 の成

の があります。 

 

試験における 行 とは、 に る行 をいいます。   

１） 試験 者の指示や に わないこと。 

２） 人として受験すること、 は、 人に受験させること。 

３） 試験解 を すること。 

４） ・ ー ー それに する 等の 、 は、それらを すること。 

５） 、 、 、 等に解 それに するものを き こと。 

６） が されていない 、 ー 等を すること。 

７） が されている 、 ー 等を すること。 

） 解 を させること、 は、 しとること。 

） 人の解 を み ること。 

） 、 作等で解 を すること、 は、 を受けること。 

） 作成者の の に わら 、 人が作成した ー を し、 分の文 として提出

すること。 

） ー に出 を明記せ に、文 や ー 、 の記述・ を ーし、

ー に すること。 

） 人に し、または 人の を受けて ー を作成すること。 

） その 、これに する行 を行うこと。 

  

  

成 は、試験の成 、 の成 出 等を 合的に して評価されます。 

評価方法は 科 とに なり、 スに記 されています。 

 位

成 の評価は のとおりです。合格した場合には 定の単位が与えられます。 

成 について文 による は行いませんので、学 に で 理公 ス により確認し

て さい。 

 

    

 

   準  

   準  

   準 準  

   基 準  

    基 準  

※ は ー の であり、 の 定のために されます。 

的に 別な がある場合のみ、合格または 合格の評価を行うことがあります。 
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  ） は、 に の 学で一 的に行われている成 評価方法の一

で、学 との 修科 の成 の を により表すものです。 

は 学 、 、 の が 定されます。学 の成 が 的

な として表されるため、 的な 修 や学修 の設定に することが となります。 

また、 分の成 が学 でどの の位 にいるのかを する とするため、学 とに学

別の の を学 ー ージで公 します。 

 

学  

科目

科目

科目

科目

科目

科目

 

科目

科目

科目

 

出の対 となる科 は、学 に なります。 科 一 で確認して さい。 

 

学 の成 と に、 理公 ス により確認することができます。

位

本学に 学する前に 学等において 修した 科 について修 した単位は、本学における

科 の 修により修 した単位として認められることがあります。この場合、 修 単位認定申請 に

定の を添えて学 ーに提出する必要があります。 

 認定できる単位 は、下記のとおり が定められています。 

なお、本学３ の編 学 に対する 修 単位の認定は、別に定められています。 

  

位  

学 単位 

学 学  単位 

学 学  単位 
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  ） は、 に の 学で一 的に行われている成 評価方法の一

で、学 との 修科 の成 の を により表すものです。 

は 学 、 、 の が 定されます。学 の成 が 的

な として表されるため、 的な 修 や学修 の設定に することが となります。 

また、 分の成 が学 でどの の位 にいるのかを する とするため、学 とに学

別の の を学 ー ージで公 します。 

 

学  

科目

科目

科目

科目

科目

科目

 

科目

科目

科目

 

出の対 となる科 は、学 に なります。 科 一 で確認して さい。 

 

学 の成 と に、 理公 ス により確認することができます。

位

本学に 学する前に 学等において 修した 科 について修 した単位は、本学における

科 の 修により修 した単位として認められることがあります。この場合、 修 単位認定申請 に

定の を添えて学 ーに提出する必要があります。 

 認定できる単位 は、下記のとおり が定められています。 

なお、本学３ の編 学 に対する 修 単位の認定は、別に定められています。 

  

位  

学 単位 

学 学  単位 

学 学  単位 

 学位 

学

４ 以 学し 定の単位 を修 した学 には が認定され、 の学位が 与されます。 

学

博士  

２ 以 学して 定の単位 を修 し、修士論文 は 定の 題についての研究の成果の

審査 試験に合格した学 には修了が認定され、 の学位が 与されます。 

博士  

 ３ 以 学して必要な研究指導 定の単位 の修 を含 ）を受け、博士論文の審査

試験に合格した学 には修了が認定され、 の学位が 与されます。 

学  学位 

学  学士 学） 

会 学  学士 会 学） 

学  学士 学） 

合 学  学士 合 学） 

  学位 

学研究科 博士前  修士 学） 

会 学研究科 博士前  修士 会 学） 

学研究科 博士前  修士 学） 

合 研究科 博士前  修士 学術） 

  学位 

学研究科 博士後  博士 学） 

会 学研究科 博士後  博士 会 学） 

学研究科 博士後  博士 学） 

合 研究科 博士後  博士 学術） 
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 学 （学 ） （学 ） 

 科 は、 スに されています。 

 また、 科 には 修できる の ）があり、 修できるのは として 分の

と の 科 、 下の の 科 に られます。 

 た し、 別の がある場合は、 分の より の の 科 を 修できることがありま

すので、 前に学 ーに して さい。 

学 の 修 間に する 集要 を の 、 学 学科） 科 修申請 の必

要 を記 し、学 ーに提出して さい。 

 申請には、 当教員の 学 の 当教員等の指導が必要な場合がありますので、

集要 をよ 確認の 、申請して さい。 

 なお、申請は 学 の 修 間中に受け けます。 

位

学 学科）で修 した単位は、 学 学科 の 要 単位として認定されることがあります。そ

の いは、 する学 により なりますので して さい。 





科  

学  

学科 

会 学  

会 学科 

人間 学科 

学  

学科 

合 学  

合 学科 
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 学 （学 ） （学 ） 

 科 は、 スに されています。 

 また、 科 には 修できる の ）があり、 修できるのは として 分の

と の 科 、 下の の 科 に られます。 

 た し、 別の がある場合は、 分の より の の 科 を 修できることがありま

すので、 前に学 ーに して さい。 

学 の 修 間に する 集要 を の 、 学 学科） 科 修申請 の必

要 を記 し、学 ーに提出して さい。 

 申請には、 当教員の 学 の 当教員等の指導が必要な場合がありますので、

集要 をよ 確認の 、申請して さい。 

 なお、申請は 学 の 修 間中に受け けます。 

位

学 学科）で修 した単位は、 学 学科 の 要 単位として認定されることがあります。そ

の いは、 する学 により なりますので して さい。 





科  

学  

学科 

会 学  

会 学科 

人間 学科 

学  

学科 

合 学  

合 学科 

 位 （学 ）

の 等教 関により する いわて 等教 ー では、単位 を導

しており、 定 の を 修することができます。 

  単位 定を結んでいる 定 は、 学、 科 学、 士 学、 学、一関

等 学 です。 

学

本学の学 が 学の 科 を 修する場合は 学 、 学の学 が本学の 科 を

修する場合は 別 学 となります。 

５
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位

 

審査  

位  
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位

 

審査  

位  

 

 



 

  

 学 （学 ） 

本学の学 は、 学間単位 により、 学 学 の

を、申請により 修することができます。修 した単位は、 科 として本学で修 したものと認

定されます。 

学

学

学

５

  

 学 の 修 間中に する

   



 

 

  

前  下  

後  下  
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位

 

 

 

 

 科 とに定められた定員を えた場合には、 修できない場合があります。 

 として 別 学 提出後の 修 科 の はできません。確実に 修

な科 のみを選択して さい。 
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位

 

 

 

 

 科 とに定められた定員を えた場合には、 修できない場合があります。 

 として 別 学 提出後の 修 科 の はできません。確実に 修

な科 のみを選択して さい。 

 学 位 （学 ） 

以下の 学 試験等の成果は、申請により本学における修 単位として認定されます。 

学 試験 本学における 科 およ

認定単位    試験の結果 

実 定 公 法人 本 定 会 
合格 

単位 、

実 ） 

合格 単位 ）

 
   

教 会 ）） 

点以  単位 ）

点 単位 ・ ） 

 

   

一 法人 ジ ス ュ ケー

会） 

点以  単位 ）

点 単位 ・ ） 

 ） 等については、 表により して 定します。

分 
学 試験 本学における 科 およ

認定単位   者 試験の結果 

中  中 定試験 
一 法人 本中

定 会 

合格 単位 中 ・ ） 

合格 単位 中 ） 

 

ル 定試験 
法人 ル

定 会 

合格 単位以下 ・ ） 

合格 単位 ） 

試験 
公 法人 教

 

合格 単位以下 ・ ） 

合格 単位 ） 

 
ー 定試験 文 ー 合格 

単位以下 ・ ） 
定試験 

公 法人

学文学 会 
合格 

ス  
実 ス 定

試験 

公 法人 ス

教 会 
合格 単位以下 ス ・ ）

ス  ス 定試験  ル ス文 ー 以 合格 単位以下 ス ・ ）

本学が実 する 研修

ース 本学における 科 およ 認定単位  

中 ・中 文 ース 

学研修  単位 ・ 文 ース 

ス ・ス 文 ース 

 

学  申請  提出  提出場  

前    単位認定申請    

 試験結果 研修の場合には研修修了証）の し  
学 ー 

後   

 

学における修 単位認定に る成 は、成 表中の評価 に 合認 と表示されます 出の

対 にはなりません 。 

位  
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 学 （ 学 ） 

本学 学 では学 の教 研究 の一 とするために、当該 学 の となる４ 学 で

している 科 の を認めています。 

４ 学 科 の を する学 は、

研究科の となる学 科 を することができ

ます。 科 の はな 、 提出は 要です。 

この 続は、 として 修 間 に行うこととしますが、 の がある場合には、 教

員に して さい。 

科 は 学 の となる学 の 科 とし、博士後 の学 にあっては、 とな

る学 の 科 の か、当該研究科博士前 の 科 を できるものとします。 

なお、 となる学 以 の学 は、 研究科の 科 の を する場合には、本学の

として する方法があります。 

この場合、 定の に の 出 等の 続きが必要となります。 

位

した 科 の単位は認定されません。単位認定を必要とする場合には、 修 間 に

学 を提出し、研究科委員会 教 会の 認を る 続きが必要となりま

す。 

  

 

科  科目   

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 
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 学 （ 学 ） 

本学 学 では学 の教 研究 の一 とするために、当該 学 の となる４ 学 で

している 科 の を認めています。 

４ 学 科 の を する学 は、

研究科の となる学 科 を することができ

ます。 科 の はな 、 提出は 要です。 

この 続は、 として 修 間 に行うこととしますが、 の がある場合には、 教

員に して さい。 

科 は 学 の となる学 の 科 とし、博士後 の学 にあっては、 とな

る学 の 科 の か、当該研究科博士前 の 科 を できるものとします。 

なお、 となる学 以 の学 は、 研究科の 科 の を する場合には、本学の

として する方法があります。 

この場合、 定の に の 出 等の 続きが必要となります。 

位

した 科 の単位は認定されません。単位認定を必要とする場合には、 修 間 に

学 を提出し、研究科委員会 教 会の 認を る 続きが必要となりま

す。 

  

 

科  科目   

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 学 （ 学 ） 

修学 とは、学 が を している等の により、 修 博士前 ２ 、

博士後 ３ ）を えて一定の 間にわたり 的に教 を 修し修了することを する場

合に、その 的な 修を認める です。 

 学 学 学研究科、 会 学研究科、 学研究科、 合 研究

科）に 学していて、 を している者 は 修が必要となる 当の理 を する者を対 としま

す。 

 を している者 とは、 規に されている者に りませんが、 として当該 により

を していることを要 とします。 

 修が必要となる 当の理 とは、 、 の 等により、 し 学 は研究

間の を受けることを要 とします。 

学 博士前 ４ 、博士後 ６ ）の範囲 で、１ 単位で 修 間を定めること

ができます。 

 学 間は 記 間に含まれません。 

 修の適 の にかかわら 、 学 に修了することができない場合には、 の対

となります。 

修 分の に 当する を、 修 間に て分 していた きます。 

修による  

の 修 修  

博士前 で３ 間の 修 を受けた場合 

分 の  修了までの  

一  

学  

 

 

２  

 
 

修

学  

 

 

２  

 

３  

 

） 記は ４ の による であり、 学中に が 定された場合には 定後の

で されます。 

 修学 については の 、分 は適 されません。 

 修 間を終了してもなお修了でき に 学する場合の の は、 の の

と となります。 
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 修の申請の は、 ２ とします。た し、 学 のう 終 博士前 ２ 、

博士後 ３ ）に 学する者は申請することができません。 

申請に当たっては、あらか め指導 当教員に し、 を たうえで下記の を学 ー

に提出して さい。申請後、研究科による審査を て、学 が の を 定します。 

修 に関する は、 学 学 修 に されますので、申請を

する学 は必 確認して さい。 

 修申請 修学 規 １ ） 

 修 ） 

 修が必要となることを証明する 証明 等） 

５

修 間中に、 の 等により必要が た場合は、 に り 修 間の

を申請することができます。 

また、 修 間途中に、修了できる みが明らかとなった場合は、必 申し出て さい。 

 修 間中の学 の修 単位 の が設けられることがあります。 

 学 については、 修学 による の はありませんが、 与 間 了 に

定の 続を行うことにより、その後の 学 間中は が 予されます。 

 修学 は、単位の修 や学位論文の審査 により修了が となる者を

する ではありません。また、 、出 、 学等により一定の 間にわたり 修すること

ができない場合には、 修学 ではな 、 学 の対 となります。 



基盤教育科目

 修の申請の は、 ２ とします。た し、 学 のう 終 博士前 ２ 、

博士後 ３ ）に 学する者は申請することができません。 

申請に当たっては、あらか め指導 当教員に し、 を たうえで下記の を学 ー

に提出して さい。申請後、研究科による審査を て、学 が の を 定します。 

修 に関する は、 学 学 修 に されますので、申請を

する学 は必 確認して さい。 

 修申請 修学 規 １ ） 

 修 ） 

 修が必要となることを証明する 証明 等） 

５

修 間中に、 の 等により必要が た場合は、 に り 修 間の

を申請することができます。 

また、 修 間途中に、修了できる みが明らかとなった場合は、必 申し出て さい。 

 修 間中の学 の修 単位 の が設けられることがあります。 

 学 については、 修学 による の はありませんが、 与 間 了 に

定の 続を行うことにより、その後の 学 間中は が 予されます。 

 修学 は、単位の修 や学位論文の審査 により修了が となる者を

する ではありません。また、 、出 、 学等により一定の 間にわたり 修すること

ができない場合には、 修学 ではな 、 学 の対 となります。 
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必修 選択

学で学 ・ 学を学 １ 前 ２

教 １ 前 １

教 １ 後 １

１ 前 １

実 １ 前 １

１ 後 １

実 １ 後 １

２ 前 １

実 ２ 前 １

２ 後 １

実 ２ 後 １

ー １ 前 ２ 必修２単位

科学 １ ２前後 ２

実 １・２前後 １

人間と １・２・３・４ ２

域 会と １・２・３・４ ２

ュ 成の理論と実 １・２・３・４ ２

域と １・２・３・４ ２

域 会と １・２・３・４ ２

域 ュ とま り １・２・３・４ ２

文 間 と 文 １・２・３・４ ２

いわて学 １・２・３・４前 ２

いわて学 １・２・３・４後 ２

観 による の 域 性 １・２・３・４ ２

いわて創 学 １・２ ４

いわて創 学 ２・３ ２

いわて創 実 ３・４後 ２

域学 １・２・３・４ ２

中 ２・３・４前 ２

中 ２・３・４後 ２

２・３・４前 ２

２・３・４後 ２

２・３・４前 ２

２・３・４後 ２

ス ２・３・４前 ２

ス ２・３・４後 ２

ス ２・３・４前 ２

ス ２・３・４後 ２

３・４ ２

３・４ ２

３・４ ２

３・４ ２

３・４ ２

３・４ ２

学研修 １・２・３・４後 ２

学研修 ２・３・４ ２

本 １・２・３・４前後 ２

本 １・２・３・４前後 ２

本 １・２・３・４前後 ２

本 １・２・３・４前後 ２

ー ル理解 １ 後 ２

会 ２・３・４ ２

会 ２・３・４ ２

会 ２・３・４ ２

会 ２・３・４ ２

会 ２・３・４ ２

会 ２・３・４ ２

文 ２・３・４ ２

文 ２・３・４ ２

文 ２・３・４ ２

文 ２・３・４ ２

文 ２・３・４ ２

文 ２・３・４ ２

２・３・４ ２

２・３・４ ２

ー ル理解 ３・４ ２

ー ル理解

教

科

理

選択１単位以

教

科

域
教

域理解

選択
域教 ・ 教 から

４単位、
教 ・ 題別教 から

４単位を含めて
１４単位以

域学

教

科

科 必修４単位

必修 単位

科 の
単位

備
必修 選択

学の １・２・３・４ ２

術学の １・２・３・４ ２

文学の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

教学の １・２・３・４ ２

会学の １・２・３・４ ２

教 学の １・２・３・４ ２

理学の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

科学の １・２・３・４ ２

理学の １・２・３・４ ２

学・ス ー の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

確 の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

と 者 １・２・３・４ ２

と集 １・２・３・４ ２

科学 術と 理 １・２・３・４ ２

と １・２・３・４ ２

ジ ーと文 １・２・３・４ ２

発と １・２・３・４ ２

と 者 １・２・３・４ ２

ール で問う １・２・３・４ ２

者の と １・２・３・４ ２

性・ どもと １・２・３・４ ２

会について える １・２・３・４ ２

会と １・２・３・４ ２

を り 題 １・２・３・４ ２

ー ス １・２・３・４ ２

ー ス ２・３・４ ２

ー ス ３・４ ２

科目
科目 科目

科目

教

科

教

科

教

選択
域教 ・ 教 から

４単位、
教 ・ 題別教 から

４単位を含めて
１４単位以

題別教

科 の
単位

備
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必修 選択

学で学 ・ 学を学 １ 前 ２

教 １ 前 １

教 １ 後 １

１ 前 １

実 １ 前 １

１ 後 １

実 １ 後 １

２ 前 １

実 ２ 前 １

２ 後 １

実 ２ 後 １

ー １ 前 ２ 必修２単位

科学 １ ２前後 ２

実 １・２前後 １

人間と １・２・３・４ ２

域 会と １・２・３・４ ２

ュ 成の理論と実 １・２・３・４ ２

域と １・２・３・４ ２

域 会と １・２・３・４ ２

域 ュ とま り １・２・３・４ ２

文 間 と 文 １・２・３・４ ２

いわて学 １・２・３・４前 ２

いわて学 １・２・３・４後 ２

観 による の 域 性 １・２・３・４ ２

いわて創 学 １・２ ４

いわて創 学 ２・３ ２

いわて創 実 ３・４後 ２

域学 １・２・３・４ ２

中 ２・３・４前 ２

中 ２・３・４後 ２

２・３・４前 ２

２・３・４後 ２

２・３・４前 ２

２・３・４後 ２

ス ２・３・４前 ２

ス ２・３・４後 ２

ス ２・３・４前 ２

ス ２・３・４後 ２

３・４ ２

３・４ ２

３・４ ２

３・４ ２

３・４ ２

３・４ ２

学研修 １・２・３・４後 ２

学研修 ２・３・４ ２

本 １・２・３・４前後 ２

本 １・２・３・４前後 ２

本 １・２・３・４前後 ２

本 １・２・３・４前後 ２

ー ル理解 １ 後 ２

会 ２・３・４ ２

会 ２・３・４ ２

会 ２・３・４ ２

会 ２・３・４ ２

会 ２・３・４ ２

会 ２・３・４ ２

文 ２・３・４ ２

文 ２・３・４ ２

文 ２・３・４ ２

文 ２・３・４ ２

文 ２・３・４ ２

文 ２・３・４ ２

２・３・４ ２

２・３・４ ２

ー ル理解 ３・４ ２

ー ル理解

教

科

理

選択１単位以

教

科

域
教

域理解

選択
域教 ・ 教 から

４単位、
教 ・ 題別教 から

４単位を含めて
１４単位以

域学

教

科

科 必修４単位

必修 単位

科 の
単位

備
必修 選択

学の １・２・３・４ ２

術学の １・２・３・４ ２

文学の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

教学の １・２・３・４ ２

会学の １・２・３・４ ２

教 学の １・２・３・４ ２

理学の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

科学の １・２・３・４ ２

理学の １・２・３・４ ２

学・ス ー の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

確 の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

学の １・２・３・４ ２

と 者 １・２・３・４ ２

と集 １・２・３・４ ２

科学 術と 理 １・２・３・４ ２

と １・２・３・４ ２

ジ ーと文 １・２・３・４ ２

発と １・２・３・４ ２

と 者 １・２・３・４ ２

ール で問う １・２・３・４ ２

者の と １・２・３・４ ２

性・ どもと １・２・３・４ ２

会について える １・２・３・４ ２

会と １・２・３・４ ２

を り 題 １・２・３・４ ２

ー ス １・２・３・４ ２

ー ス ２・３・４ ２

ー ス ３・４ ２

科目
科目 科目

科目

教

科

教

科

教

選択
域教 ・ 教 から

４単位、
教 ・ 題別教 から

４単位を含めて
１４単位以

題別教

科 の
単位

備
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区 分 科    目 

科  学で学 ・ 学を学  必修２単位 

ール ー 科  いわて創 学 、いわて創 学  必修６単位 

域 教 科  域 教 科 より選択 選択４単位以  

域 教 科  域 教 科 より選択 選択２単位以  

ス ー 科  いわて創 実 （ ）

科目  

科目  

科目  

科目  

 

必修２単位 

   単位 

 
 

士
 

 

  

  

  

や の を て、 域の

・ 題を含めた ール ー

を する 

 

 

 

 

域の学 方と、 で 域の 

・ 題を学  

域）の ・ ・文 ・ などを 広 学  

の 分野を に、 域 の 野を広 、 対 する 

      科 目 

      科 目 

や と して、 出し

た 域 題を解 する方 を

する 

科目 

域や 学の を り、 を り

域）を理解し、その関わり

を える 

科目 

科目 

 

 

 

 
 

 

 

区 分 科    目 

科  学で学 ・ 学を学  必修２単位 

ール ー 科  いわて創 学 、いわて創 学  必修６単位 

域 教 科  域 教 科 より選択 選択４単位以  

域 教 科  域 教 科 より選択 選択２単位以  

ス ー 科  いわて創 実 （ ）

科目  

科目  

科目  

科目  

 

必修２単位 

   単位 

 
 

士
 

 

  

  

  

や の を て、 域の

・ 題を含めた ール ー

を する 

 

 

 

 

域の学 方と、 で 域の 

・ 題を学  

域）の ・ ・文 ・ などを 広 学  

の 分野を に、 域 の 野を広 、 対 する 

      科 目 

      科 目 

や と して、 出し

た 域 題を解 する方 を

する 

科目 

域や 学の を り、 を り

域）を理解し、その関わり

を える 

科目 

科目 

 

 

科  単位  修了要 単位

科  学で学 ・ 学を学  ２ 必修２単位 

ール ー 科  
いわて創 学  ４ 必修６単位 

いわて創 学  ２ 

域 教  

科  

人間と  ２ 選択  

６単位以  域 会と  ２ 

ュ 成の理論と実  ２ 

域と  ２ 

域 会と  ２ 

域 ュ とま り ２ 

文 間 と 文  ２ 

いわて学  ２ 

いわて学  ２ 

観 による の 域 性  ２ 

域学  ２ 

専
門
教
育
科
目
群

学  
科  

域・ 論 ２ 選択  
２単位以  域・ 実  ２ 

学実  ３ 

会 学  

科  

域 論 ２ 

域 会学 ２ 

方 行 論 ２ 

域ケ ス 論 ２ 

ュ 論 ２ 

域 査実  ２ 

ュ ー ス実  ２ 

 

学  
科  

論 ２ 

ジ  １ 

ジ  １ 

ス 実 論 ２ 

ー  １ 

合 学  
科  

行 学  ２ 

理学 ２ 

論 ２ 

域・ 論 ２ 

論 ２ 

中 論 ２ 

域 論 ２ 

場 ・ 研究 ２ 

論 ２ 

域 論 ２ 

域 理論 ２ 

ー  １ 

実  ２ 

実  ２ 

域 査実  ２ 

域 査実  ２ 

域 査実  ２ 

域 査実  ２ 

域 査実  ２ 

ール 研究 ２ 

ス ー 科  いわて創 実  ２ 必修２単位 

の修了に必要となる単位  １６単位以  
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区 分 科    目 

科  学で学 ・ 学を学  必修２単位 

ール ー 科  いわて創 学 、いわて創 学  必修６単位 

域 教 科  域 教 科 より選択 選択４単位以  

域 教 科  域 教 科 より選択 選択２単位以  

ス ー 科  いわて創 実 （ ）

科目  

科目  

科目  

科目  

 

必修２単位 

   単位 

 
 

士
 

 

  

  

  

や の を て、 域の

・ 題を含めた ール ー

を する 

 

 

 

 

域の学 方と、 で 域の 

・ 題を学  

域）の ・ ・文 ・ などを 広 学  

の 分野を に、 域 の 野を広 、 対 する 

      科 目 

      科 目 

や と して、 出し

た 域 題を解 する方 を

する 

科目 

域や 学の を り、 を り

域）を理解し、その関わり

を える 

科目 

科目 

 

 

 

 
 

 

 

区 分 科    目 

科  学で学 ・ 学を学  必修２単位 

ール ー 科  いわて創 学 、いわて創 学  必修６単位 

域 教 科  域 教 科 より選択 選択４単位以  

域 教 科  域 教 科 より選択 選択２単位以  

ス ー 科  いわて創 実 （ ）

科目  

科目  

科目  

科目  

 

必修２単位 

   単位 

 
 

士
 

 

  

  

  

や の を て、 域の

・ 題を含めた ール ー

を する 

 

 

 

 

域の学 方と、 で 域の 

・ 題を学  

域）の ・ ・文 ・ などを 広 学  

の 分野を に、 域 の 野を広 、 対 する 

      科 目 

      科 目 

や と して、 出し

た 域 題を解 する方 を

する 

科目 

域や 学の を り、 を り

域）を理解し、その関わり

を える 

科目 

科目 

 

 

科  単位  修了要 単位

科  学で学 ・ 学を学  ２ 必修２単位 

ール ー 科  
いわて創 学  ４ 必修６単位 

いわて創 学  ２ 

域 教  

科  

人間と  ２ 選択  

６単位以  域 会と  ２ 

ュ 成の理論と実  ２ 

域と  ２ 

域 会と  ２ 

域 ュ とま り ２ 

文 間 と 文  ２ 

いわて学  ２ 

いわて学  ２ 

観 による の 域 性  ２ 

域学  ２ 

専
門
教
育
科
目
群

学  
科  

域・ 論 ２ 選択  
２単位以  域・ 実  ２ 

学実  ３ 

会 学  

科  

域 論 ２ 

域 会学 ２ 

方 行 論 ２ 

域ケ ス 論 ２ 

ュ 論 ２ 

域 査実  ２ 

ュ ー ス実  ２ 

 

学  
科  

論 ２ 

ジ  １ 

ジ  １ 

ス 実 論 ２ 

ー  １ 

合 学  
科  

行 学  ２ 

理学 ２ 

論 ２ 

域・ 論 ２ 

論 ２ 

中 論 ２ 

域 論 ２ 

場 ・ 研究 ２ 

論 ２ 

域 論 ２ 

域 理論 ２ 

ー  １ 

実  ２ 

実  ２ 

域 査実  ２ 

域 査実  ２ 

域 査実  ２ 

域 査実  ２ 

域 査実  ２ 

ール 研究 ２ 

ス ー 科  いわて創 実  ２ 必修２単位 

の修了に必要となる単位  １６単位以  
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区 分 科    目 

科  学で学 ・ 学を学 、 ー ル理解  必修４単位 

科  一 ・ を で 修 必修４単位 

ー ル理解科  ー ル理解科 より選択 選択４単位以  

科  科 より選択 

選択２単位以  研修・ 科  学研修 ・ より選択 

・ より選択 

ス ー 科  ー ル理解 （ ）

科目  

科目  

科目  

 

必修２単位 

   １６単位 

 

 

士  

 

科目 

研修を して 

学・文 を学

での 文 や ー

ル ー を して、 ー ルな

題について実 的に学  

文 、 会、 、 など な

観点から を 的に理解するととも

に、 文 理解・ 文 のあり方に

ついても学  

   科 目 

・ ・ ・ ・  

    科  目 

学 学 ・ 学 学 において

の を り、そのことを 学でどのように学 かを える 

 

 
力

 

科目 

科目 

 

 

より い ルの 学 の を 

指す 

実 的な ・研修を て、 ー ル 会の中で、 的に

行 するための の方法や 術を学  

  

科  単位  修了要 単位

科  
学で学 ・ 学を学  ２ 必修４単位 

ー ル理解  ２ 

科  

中  ２ 必修 
一 ・

を で４単位以

 

中  ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

ス  ２ 

ス  ２ 

ス  ２ 

ス  ２ 

ー ル理解科  

会  ２ 選択  

４単位以  会  ２ 

会  ２ 

会  ２ 

会  ２ 

会  ２ 

文  ２ 

文  ２ 

文  ２ 

文  ２ 

文  ２ 

文  ２ 

 

 ２ 選択  

２単位以   ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

学研修 
学研修  ２ 

学研修  ２ 

 
 ２ 

 ２ 

ス ー 科  ー ル理解  ２ 必修２単位 

の修了に必要となる単位  １６単位以  
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区 分 科    目 

科  学で学 ・ 学を学 、 ー ル理解  必修４単位 

科  一 ・ を で 修 必修４単位 

ー ル理解科  ー ル理解科 より選択 選択４単位以  

科  科 より選択 

選択２単位以  研修・ 科  学研修 ・ より選択 

・ より選択 

ス ー 科  ー ル理解 （ ）

科目  

科目  

科目  

 

必修２単位 

   １６単位 

 

 

士  

 

科目 

研修を して 

学・文 を学

での 文 や ー

ル ー を して、 ー ルな

題について実 的に学  

文 、 会、 、 など な

観点から を 的に理解するととも

に、 文 理解・ 文 のあり方に

ついても学  

   科 目 

・ ・ ・ ・  

    科  目 

学 学 ・ 学 学 において

の を り、そのことを 学でどのように学 かを える 

 

 
力

 

科目 

科目 

 

 

より い ルの 学 の を 

指す 

実 的な ・研修を て、 ー ル 会の中で、 的に

行 するための の方法や 術を学  

  

科  単位  修了要 単位

科  
学で学 ・ 学を学  ２ 必修４単位 

ー ル理解  ２ 

科  

中  ２ 必修 
一 ・

を で４単位以

 

中  ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

ス  ２ 

ス  ２ 

ス  ２ 

ス  ２ 

ー ル理解科  

会  ２ 選択  

４単位以  会  ２ 

会  ２ 

会  ２ 

会  ２ 

会  ２ 

文  ２ 

文  ２ 

文  ２ 

文  ２ 

文  ２ 

文  ２ 

 

 ２ 選択  

２単位以   ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

学研修 
学研修  ２ 

学研修  ２ 

 
 ２ 

 ２ 

ス ー 科  ー ル理解  ２ 必修２単位 

の修了に必要となる単位  １６単位以  
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科    目 
 

  
  

学 学 ・ 学 学  必修２単位
１ の 学 科

 必修２単位

 
選択２単位以

学の 学 ） 

学 会 学 ） 

学 学 ）

学 合 学 ） 

 

１ ４ の 学 科  学   
選択２単位以  

 
 必修２単位 ２ ４ の 学 科  

 必修２単位 ３ ４ の 学 科  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 文  

 

 

目  

✒
分

 

目  

✒
分

 

科目  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

基
盤
教
育

 
 
 

 
 

 
 

 

５  
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科    目 
 

  
  

学 学 ・ 学 学  必修２単位
１ の 学 科

 必修２単位

 
選択２単位以

学の 学 ） 

学 会 学 ） 

学 学 ）

学 合 学 ） 

 

１ ４ の 学 科  学   
選択２単位以  

 
 必修２単位 ２ ４ の 学 科  

 必修２単位 ３ ４ の 学 科  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 文  

 

 

目  

✒
分

 

目  

✒
分

 

科目  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

基
盤
教
育

 
 
 

 
 

 
 

 

５  
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社会福祉学部



社会福祉学部の DP・CP 

 

 ■ 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

▼目指す人材像 
 岩手県立大学の学士課程では、幅広い教養と国際感覚を備え、知識を柔軟かつ創造的に活用して主体的に

行動できる人間を育成します。県立大学の強みを生かし、地域と連携した実践的教育を通して、産業経済、

福祉医療、地域政策等の分野において専門知識を活用して課題解決に取り組み、豊かで活力ある社会の形成

に貢献できる人材を輩出することを目指します。 
社会福祉学部では、本学の建学の理念、教育の特色、教育研究上の目的を踏まえ、人間の尊厳と社会的正

義を尊重する倫理観をもち、幅広い教養と社会福祉学の素養をもとに、高度化・ 多様化した福祉的課題の発

見と解決に主体的に取り組む人材の養成を図ります。 
 そして、本学学則に定める卒業要件に必要な年数以上在学し、かつ、単位を修得した学生を、次に掲げる

「学生が卒業までに身につけるべき能力」を備えた者として、学位「学士（社会福祉学）」を授与します。 
 
▼学生が卒業までに身につけるべき能力 
 DP1：幅広い教養を基盤に、社会福祉学への理解を深めることができる。（幅広い教養、専門知識） 
 DP2：自らの考えを的確に表現する技能を身につけ、他者と論理的に議論することができる。（コミュニケ

ーション能力） 
 DP3：社会福祉の実践を通して、多様な立場の人びとを尊重した支援ができる。（コミュニケーション能力） 
 DP4：学修した知識と実社会の事象を有機的に関連づけることができる。（専門知識、社会への関心） 

DP5：社会福祉学科では、個人に対する直接的援助、個人を取り巻くコミュニティ、それらの背景にある

制度・政策の３つのアプローチを統合して、福祉的課題の発見と解決に取り組むことができる。（課題発

見・解決能力） 
DP6：人間福祉学科では、発達科学や心理学、人間工学から対人援助のアプローチを活かして、福祉的課

題の発見と解決に応用的に取り組むことができる。（課題発見・解決能力） 
 

 ■ 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

▼学部の教育内容及び教育方法 
岩手県立大学の学士課程教育では、卒業認定・学位授与の方針に掲げた共通の柱及び学部ごとに設定する

能力の育成のため、基盤教育科目と専門教育科目を中心としたカリキュラムを編成し、学生が主体的・能動

的に学ぶことができるよう、講義、演習、実習等を適切に組み合わせた授業を開講します。 
基盤教育科目は、大学での学修活動の基盤を支える力を鍛える（つくる）【大学で学ぶ力をつくる】、地域・

国際社会においてこれから必要とされる知識・技能を身につける【生きる世界を知る】、幅広く豊かな教養に基

づく総合的な思考力・判断力を育成する【学問を知る・使う】ことを目的とし、以下の科目群を開講します。 
CP1: 基礎科目群 
【大学で学ぶ力をつくる】大学での 4 年間の学び、また実社会に活用できるスキルの獲得と資質・能力・身

体の育成を目指す科目として、「入門科目」「英語」「情報処理」「保健体育」を開講します。（DP1、DP2） 
CP2: 教養科目群 
【生きる世界を知る】それぞれの専門領域の知識・技術を活用する場としての「世界」を知ることを目指す

科目として「地域教養」「国際教養」を開講します。（DP1、DP4、DP5、DP6） 
【学問を知る・使う】それぞれの専門領域を学問全体（知の体系）の中に位置づけ、課題解決のための、他

学問領域の「知」を活用できることを目指す科目として「基盤教養」「課題別教養」を開講します。（DP1、
DP4、DP5、DP6） 
社会福祉学部の学士課程教育では、卒業認定・学位授与の方針に掲げた本学部が設定する能力育成のため、

学士課程４年間を通して学修可能な基盤教育科目と、社会福祉学部の専門教育科目でカリキュラムを編成し

ます。 
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１ 社会福祉学部について 

 

 １．教育理念・教育目標 

 

本学部は「人間の尊重と福祉社会への貢献」を基本理念において、教育・研究を行います。 具体的には、

人間の尊厳に対する深い理解に立ち、現実的な問題解決に結びつけられるように、高度な専門的学識・技術

の修得と、それを総合する学際的教養の涵養を目指します。 

  社会福祉学科においては、個人を対象とした援助からコミュニティ・ケアの領域まで、直接的援助から福祉

運営管理・制度政策レベルまで、福祉を統合的に捉え、支援するための理論と実践について学修します。また、

人間福祉学科においては、社会福祉学の基礎をふまえて、社会福祉学の隣接領域にある諸科学の原理と方

法論にもとづいて人間とその生涯発達の理解を深め、広範な福祉的課題に応用できる方法と技術について実

践的に学修します。 

どちらの学科に所属しても、社会福祉を総合的に学び、福祉実践の構築に結びつける力を身に付けること

が要請されます。 

 

 2．カリキュラムの特色・内容 

２つの学科には社会福祉に関連する多様な分野

に対応して複数の教育系が設けられ、少人数制で

専門的・体系的な学修と研究を行います。 

１年次は学科共通の専門基礎科目を中心として学

修し、各自が主体的に学べるよう段階的に履修指導

を実施します。 

より専門的な学修は教育系が中心になります。社

会福祉学科では３年次前期に教育系への配属が行

われ、それぞれの教育系での学修へと移行しますが、

学修の状況に応じて３年次後期に配属の変更機会

が与えられます。人間福祉学科では２年次後期に各

教育系に仮配属後、３年次前期から本配属となり、そ

れぞれの教育系での学修へと移行します。 

専門職資格の取得に関わる学修は、各自の主体

的計画的な選択により、それぞれの資格課程に登録

し、そこでの指導を受けることになります。 

 

《専門基礎科目》 

専門基礎科目Ⅰは社会福祉を学ぶ上でのコア

となる基本科目、専門基礎科目Ⅱは専門研究の

基礎となる諸科学の科目で構成され、必修または

選択必修です。 

《基幹科目》 

基幹科目Ⅰは学部に共通した社会福祉学の主

要領域に関する科目、基幹科目Ⅱは学科や教育

系の特色も反映した科目です。 

 

《展開科目》 

教育系それぞれの専門分野に関する科目で

す。 

 

《発展科目》 

４年間の学修成果を統合的に発展させる科目

で、研究および演習と講義で構成されており、必

修または選択必修です。 

 

《資格科目》  

専門職資格に関する科目で、所属する資格課

程（社会福祉士、精神保健福祉士、保育士、公認

心理師基礎）の指導によって履修します。なお、

社会福祉士および精神保健福祉士の国家試験受

験資格は両学科において、保育士資格は人間福

祉学科生涯発達支援系においてのみ取得可能と

なっていますが、取得できる資格の数と組み合わ

せには制限があります。また、公認心理師基礎課

程には人間福祉学科の学生のみが所属可能で、

他の資格課程との組み合わせはできません。
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 学  

本学 は 人間の と 会 の を 本理 において、教 ・研究を行います。 的には、

人間の に対する い理解に 、 実的な問題解 に結 つけられるように、 な 的学 ・ 術

の修 と、それを 合する学 的教 の を 指します。

  会 学科においては、 人を対 とした から ュ ・ケ の領域まで、 的 から

理・ ルまで、 を 合的に え、 するための理論と実 について学修します。また、

人間 学科においては、 会 学の をふまえて、 会 学の 領域にある 科学の 理と方

法論にもと いて人間とその 発 の理解を め、広範な 的 題に できる方法と 術について実

的に学修します。

ど らの学科に しても、 会 を 合的に学 、 実 の構 に結 つける を に けること

が要請されます。 

２つの学科には 会 に関連する な分野

に対 して の教 が設けられ、 人 で

的・ 的な学修と研究を行います。

１ は学科 の 科 を中心として学

修し、 が 的に学 るよう 的に 修指導

を実 します。

より 的な学修は教 が中心になります。

会 学科では３ 前 に教 の が行

われ、それ れの教 での学修 と 行しますが、

学修の に て３ 後 に の 会

が与えられます。人間 学科では２ 後 に

教 に 後、３ 前 から本 となり、そ

れ れの教 での学修 と 行します。

格の に関わる学修は、 の

的 的な選択により、それ れの 格 に

し、そこでの指導を受けることになります。

《 基 》

科 は 会 を学 での

となる 本科 、 科 は 研究の

となる 科学の科 で構成され、必修または

選択必修です。

《基 》

科 は学 に した 会 学の

要領域に関する科 、 科 は学科や教

の も した科 です。

《 》 

教 それ れの 分野に関する科 で

す。

《 》 

４ 間の学修成果を 合的に発展させる科

で、研究およ と で構成されており、必

修または選択必修です。

科目

格に関する科 で、 する 格

会 士、 士、 士、公認

心理 ）の指導によって 修します。なお、

会 士およ 士の 試験受

験 格は 学科において、 士 格は人間

学科 発 においてのみ と

なっていますが、 できる 格の と み合わ

せには があります。また、公認心理

には人間 学科の学 のみが で、

の 格 との み合わせはできません。
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社
会
福
祉
学
科

人
間
福
祉
学
科

学

後 に 査を実 し、３ 前 の が 定

する 員が した教 に される）。３ 前 には

を行い、 後 には 終的な 教 が

定する に りがある場合は する）。 

学

２ 前 に 査を実 し、２ 後 に が

定する に りがある場合は する）。２

後 に本 を行い、３ 前 には 終的な 教

が 定する 本 に りがある場合は する）。 

教 には要 があります。

要 が たされない場合、教 が

となることがあります。 

会 学科  

後 の 査実 に２ 前

までに 単位 、かつ２ 前 に

単位以 を 。 

人間 学科  

後 に が 定される 点で

単位の が まれ、かつ２ 前

に 単位以 の が まれる。 

 

 

会 士受験 格 

士受験 格 

会 格 

指導員 格 

科

士 格 

 

 

会 設の指導員・ 員、

や公的 関のケース ー ー、 会

会の 員、 の ー ル

ー ー ）、 方 の など 

科 ー ル ー ー ）、 の

ー ル ー ー ）、 会 設や

の指導員・ 員、 や公的

関のケース ー ー、 方 の

など

、その 設 ・

設・ 設・ 発

ー・ 心理 設・ 設・

ー）、認定こども など  

 

 

 

学 学

会 の仕 は、必 しも 格がなけ

れば けないわけではありません。たとえば、

に める場合は 会 とい

う 格 定の仕 に とき け のるこ

とのできる 格）のみが められます。しかし、

・ 場によっては、 格が の

となる場合や 後の で となる場

合があります。 
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社
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科
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福
祉
学
科

学

後 に 査を実 し、３ 前 の が 定

する 員が した教 に される）。３ 前 には

を行い、 後 には 終的な 教 が

定する に りがある場合は する）。 

学

２ 前 に 査を実 し、２ 後 に が

定する に りがある場合は する）。２

後 に本 を行い、３ 前 には 終的な 教

が 定する 本 に りがある場合は する）。 

教 には要 があります。

要 が たされない場合、教 が

となることがあります。 

会 学科  

後 の 査実 に２ 前

までに 単位 、かつ２ 前 に

単位以 を 。 

人間 学科  

後 に が 定される 点で

単位の が まれ、かつ２ 前

に 単位以 の が まれる。 

 

 

会 士受験 格 

士受験 格 

会 格 

指導員 格 

科

士 格 

 

 

会 設の指導員・ 員、

や公的 関のケース ー ー、 会

会の 員、 の ー ル

ー ー ）、 方 の など 

科 ー ル ー ー ）、 の

ー ル ー ー ）、 会 設や

の指導員・ 員、 や公的

関のケース ー ー、 方 の

など

、その 設 ・

設・ 設・ 発

ー・ 心理 設・ 設・

ー）、認定こども など  

 

 

 

学 学

会 の仕 は、必 しも 格がなけ

れば けないわけではありません。たとえば、

に める場合は 会 とい

う 格 定の仕 に とき け のるこ

とのできる 格）のみが められます。しかし、

・ 場によっては、 格が の

となる場合や 後の で となる場

合があります。 



― 46 ―

２ 卒業要件単位数   

p.53
を 1

の の 1

  

 

  

 

          分 当単位
要 単位  

必修 選択  

教
育
科
目

 

科  

 科  

  

 理 

 

４

２

３

４  

  

２ 

  

  

  

  

１ 

４  

 

２

１  

教  

科  

 域教  
 域理解 １４   

１４ １４ 

 域学  １６    

教  
 ４４  

ー ル理解 ３２  

教  ３６  

題別教  ３２  

 １ １ １４  １５    ２  

学
科

専
門
科
目

 科  １４    １４     １４ 

科  ２ １  ４ １４

科  ３   ２   ２  

科  ５３     １      １

展 科  ４６ ６ １６ ２２

発展科  １２        

 格科  ４６   

 科 からの 選択 た し 格科  

を ）  
 １  １

 ２２   ３     ６    

教 科 ・ 科 の合  ４２ ５２ ７５ １２７

学
科

専
門
科
目

 科  １４    １４     １４ 

科  ２ １  ４ １４

科  ３   ２   ２  

科  ５３       １      １  

展 科  ５６  １４ ２２

 発展科  １２   

 格科  １   

 科 からの 選択 た し 格科  

を ）  
 １  １

  ２ ７ ４   ５  

教 科 ・ 科 の合 ４ ５４ ７３ １２７

科 一 表の 分にはないため、 修にあたって すること。 
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位  

1・2

26

 学 （ ）  
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実 の 的は、 や で学ん ・ 術に対する理解を め、それ れの分野における 的

実 を うことにあります。したがって、実 科 は とする学科・教 ・ 格に て がことな

っています。 

 
実 の 果をより めるために、当該実 の 修に しては、 行、または 行して 修する必要がある

、 を指定しています。 修 を たさないと の の実 に ことができないので 分

して さい。 的には の表を して さい。

    
      

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 
 

 
 

 

 

    

   

  
 

  

   
 

   

   



　 　 　 　



１ 社会福祉学部専門科目 
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 学  

会 論 前
会 の 前
会 の 後
ー ル ー 前
ー ル ー 後
会 後
会 論 後

心理学 論 前
会学 前

法学 前
人 の構 と 前

学 前
教 理 後
法学 後

学 前
学 前

文 人 学 後
論 後

者 論 後
者 論 後

ケ 論 後
とその 後

心理学 後
会 論 前
査 法 前
ー ル ー 論 前
域 論 前

公的 論 後
ー ル ー 論 後

公的 論 後
論 後

会 論 後
の 理 後

学 後
ー ス論 前

と 後
教 心理学 教 ・学 心理学） 後

理 後
教 論 前

学 前
会 論 前

学 後
とその 前

・認 心理学 前
学 前

会的 前
心理学 論 前

域 会学 後
行 学 後

論 後

ー 論 後
発 心理学 後

会学 前
会心理学 会・集 ・ 心理学） 前
会 論 後

論 後
者・ 心理学 後

会 ー 解 後
方法論 後
と成 後 前

後
前

学  

科

科目 名区分

科
必修１４単位

科 選択１ 単位以

必修１ 単位
選択４単位以科

選択２ 単位以科
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会 論 前

会 ス 論 前

会 論 前

会 論 後

方 行 論 後

域ケ ス 論 後

法 後

ー ル ー ス論 前

域 ー ス論 前

会 論 前

ー ル 論 後

ュ 論 後

論 後

対 者理解論 後

ー ル ー の展 後

実 分 後

ー ル ー 論 前

当 者・ 論 前

前

後

査 実 後

域 査実 前

ュ ー ス実 前

題研究

前

後
会 論 後

ー ル ー 論 前

ー ル ー 論 前

ー ル ー 論 後

ー ル ー 前

ー ル ー 前

ー ル ー 後

ー ル ー 前

ー ル ー 実 指導 後

ー ル ー 実 指導 前

ー ル ー 実 指導 後

ー ル ー 実 後

ー ル ー 実

学 前

の 理 前

ー ル ー の理論と方法 ） 後

ー ル ー の理論と方法 ） 前

前

前

後

実 指導 前

実 指導 前

実 指導 後
実

    

学 学

科

展

科

区分

科

科

科

必修 単位を含 単位
以

科目 名

会 士受験 格、
士受験

格の 者のみ
の該当科 を 修

する。

格
科

学
科

必修単位を含め 単位以
を以下のように修 するこ
と。
・学科 の展 科 から
必修を含めて 単位。
・ する教 の展 科

から６単位以 。
・ する教 以 の
会 学科の展 科 から
４単位以 。
・ りについては、 会
学科の展 科 から選択す
る。た し、人間 学科の
展 科 または の学 も
し は の 学の科 を４単
位まで り えることができ
る。

の 修は す
る教 の指示による。

の科 はい れか１科
を選択 修すること。

発
展
科

会 論 前

会 の 前

会 の 後

ー ル ー 前

ー ル ー 後

会 後

会 論 後

心理学 論 前

会学 前

法学 前

人 の構 と 前

学 前

教 理 後

法学 後

学 前

学 前

文 人 学 後

論 後

者 論 後

者 論 後

ケ 論 後

とその 後

心理学 後

会 論 前

査 法 前

ー ル ー 論 前

域 論 前

公的 論 後

ー ル ー 論 後

公的 論 後

論 後

会 論 後

の 理 後

学 後

ー ス論 前

と 後

教 心理学 教 ・学 心理学） 後

理 後

教 論 前

学 前

会 論 前

学 後

とその 前

・認 心理学 前

学 前

会的 前

心理学 論 前

域 会学 後

行 学 後

論 後

ー 論 後

発 心理学 後

会学 前

会心理学 会・集 ・ 心理学） 前

会 論 後

論 後

者・ 心理学 後

会 ー 解 後

方法論 後

と成 後 前

後

前

科 選択１ 単位以

科

科
必修１４単位

科

必修１ 単位
選択４単位以

科 選択２ 単位以

学

科目 名区分
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会 論 前

会 の 前

会 の 後

ー ル ー 前

ー ル ー 後

会 後

会 論 後

心理学 論 前

会学 前

法学 前

人 の構 と 前

学 前

教 理 後

法学 後

学 前

学 前

文 人 学 後

論 後

者 論 後

者 論 後

ケ 論 後

とその 後

心理学 後

会 論 前

査 法 前

ー ル ー 論 前

域 論 前

公的 論 後

ー ル ー 論 後

公的 論 後

論 後

会 論 後

の 理 後

学 後

ー ス論 前

と 後

教 心理学 教 ・学 心理学） 後

理 後

教 論 前

学 前

会 論 前

学 後

とその 前

・認 心理学 前

学 前

会的 前

心理学 論 前

域 会学 後

行 学 後

論 後

ー 論 後

発 心理学 後

会学 前

会心理学 会・集 ・ 心理学） 前

会 論 後

論 後

者・ 心理学 後

会 ー 解 後

方法論 後

と成 後 前

後

前

科 選択１ 単位以

科

科
必修１４単位

科

必修１ 単位
選択４単位以

科 選択２ 単位以

学

科目 名区分
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発 論 前
者論 前

人間 学論 前
発 論     前

者ケ 論    前
者 論   前
発 ス 法 後

論   前
認 ケ 論 後

ー 論 後
前
後

発 研究法 後  
発 実 前  

心理学研究法 前
・ 心理学 後

法・ 心理学 後
・ 理心理学 前

学 ・ 心理学 前
・人格心理学 後

心理学 法 後
心理的 ス 前
心理学的 法 後
人間関 論 ・ 心理学） 後

前
後

心理学実験 後
心理学 実験 前

題研究
前
後

展

科

発
展
科

必修単位を含め 単位以
修 すること。た し、
する教 科 を 単位以

含めること。また、 学
科以 の展 科 、または

の学 もし は の 学の
科 を 単位まで り える
ことができる。

心
理

科

発

科

科

必修 単位を含 単位
以

区分 科目 名

会 論 後

ー ル ー 論 前
ー ル ー 論 前
ー ル ー 論 後
ー ル ー 前
ー ル ー 前
ー ル ー 後
ー ル ー 前
ー ル ー 実 指導 後
ー ル ー 実 指導 前
ー ル ー 実 指導 後
ー ル ー 実 後
ー ル ー 実

学 前
の 理 前

ー ル ー の理論と方法 ） 後
ー ル ー の理論と方法 ） 前

前
前
後

実 指導 前
実 指導 前
実 指導 後
実

論 前
会的 後

の心理学 前
ども の心理学 前
どもの理解と 後

の と評価 前
） 前

人間関 ） 前

） 後

） 後

表 ） 前

の理解と方法 後
の理解と方法 前

どもの 前

どもの と 前
どもの と 前

後
後

実
実

実 指導 前
実 指導 前
実 指導 前
実 前
実 前
実 前

実 後
公認心理 の 前
関 行 論 後
心理 前
心理 後
心理実 指導） 後
心理実

    学
学 学

科

区分 科目 名

会 士受験 格、
士受験

格、 士 格
学における公認心理
になるために必要な科

の修 者のみ
の該当科 を 修

する。

格
科
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発 論 前
者論 前

人間 学論 前
発 論     前

者ケ 論    前
者 論   前
発 ス 法 後

論   前
認 ケ 論 後

ー 論 後
前
後

発 研究法 後  
発 実 前  

心理学研究法 前
・ 心理学 後

法・ 心理学 後
・ 理心理学 前

学 ・ 心理学 前
・人格心理学 後

心理学 法 後
心理的 ス 前
心理学的 法 後
人間関 論 ・ 心理学） 後

前
後

心理学実験 後
心理学 実験 前

題研究
前
後

展

科

発
展
科

必修単位を含め 単位以
修 すること。た し、
する教 科 を 単位以

含めること。また、 学
科以 の展 科 、または

の学 もし は の 学の
科 を 単位まで り える
ことができる。

心
理

科

発

科

科

必修 単位を含 単位
以

区分 科目 名

会 論 後

ー ル ー 論 前
ー ル ー 論 前
ー ル ー 論 後
ー ル ー 前
ー ル ー 前
ー ル ー 後
ー ル ー 前
ー ル ー 実 指導 後
ー ル ー 実 指導 前
ー ル ー 実 指導 後
ー ル ー 実 後
ー ル ー 実

学 前
の 理 前

ー ル ー の理論と方法 ） 後
ー ル ー の理論と方法 ） 前

前
前
後

実 指導 前
実 指導 前
実 指導 後
実

論 前
会的 後

の心理学 前
ども の心理学 前
どもの理解と 後

の と評価 前
） 前

人間関 ） 前

） 後

） 後

表 ） 前

の理解と方法 後
の理解と方法 前

どもの 前

どもの と 前
どもの と 前

後
後

実
実

実 指導 前
実 指導 前
実 指導 前
実 前
実 前
実 前

実 後
公認心理 の 前
関 行 論 後
心理 前
心理 後
心理実 指導） 後
心理実

    学
学 学

科

区分 科目 名

会 士受験 格、
士受験

格、 士 格
学における公認心理
になるために必要な科

の修 者のみ
の該当科 を 修

する。

格
科
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１ 資格科目の履修 

 

 １．履修のルール 

 

  資格の履修は、各自の判断で行います。そのルールは下記の通りです。 

 １．保育士は人間福祉学科生涯発達支援系の学生、公認心理師（基礎課程）は人間福祉学科福祉心理

系の学生が対象です。 

 ２．複数資格を履修できるのは、①社会福祉士と精神保健福祉士、②社会福祉士と保育士の２つの組

み合わせのみです。 

３．精神保健福祉士は、単独での資格取得はできません。上記①の組み合わせで履修してください。 

４．公認心理師基礎課程へ本登録する場合は、他の資格課程を登録できません。 

 

 2．資格課程の定員 

 

定員が設けられている資格課程では、希望者が定員を超えた場合、成績等に基づき、登録人数の調整

を行うことがあります。 

資格課程名称 定 員 

保育士課程 20名 

社会福祉士課程 なし 

精神保健福祉士課程 40名 

公認心理師基礎課程 10名 

 

 3．資格課程の登録 

 

資格（受験資格を含む）を取得するには、それぞれの資格課程に登録することが必要です。登録は仮

登録、本登録の二段階で行われますが、取得の意思がある場合は、その程度の如何に関わらず、必ず仮登

録を行い、資格課程の指導を受けて下さい。仮登録をせずに本登録することはできません。以下、登録の

時期を示します。科目履修は仮登録前からも始まるため、４年間の学習計画を立てた上で履修することが

必要です。 

資格課程名称 仮 登 録 本 登 録 

保育士課程 １年後期 ２年前期 

社会福祉士課程 ２年前期 ２年後期 

精神保健福祉士課程 ２年後期 ３年前期 

公認心理師基礎課程 ２年前期（４月） ２年前期（９月） 

 

また、本登録後、資格取得の意思を喪失したり、履修態度・成績が著しく不良であるなどして、資格

課程での学習継続が困難と判断される場合や、進路変更の場合には本人の意思を確認した上で登録の取り

消しを行うことがあります。 
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以下の表は、 格を するために必要な科 と単位 です。 修の方法によっては、 格が できないこともありますので、

格 を する学 は、これらの表に して 格に該当する に の 、科 を 修して さい。 

士

科目 科目  

会 士 試験受験 格 

に定める指定科 の  本学における 科 の  単位  

学 論 人 の構 と  ２ 

心理学と心理的  心理学 論 ２ 

会学と 会 ス  会学 ２ 

会 の 理と  
会 論  

会 論  

２ 

２ 

会 査の  査 法 ２ 

ー ル ー の と  ー ル ー  ２ 

ー ル ー の と ） 会 論 ２ 

ー ル ー の理論と方法 
ー ル ー 論  

ー ル ー 論  

２ 

２ 

ー ル ー の理論と方法 ） 
ー ル ー 論  

ー ル ー 論  

２ 

２ 

域 と 的  
域 論 

ー ル ー 論  

２ 

２ 

ー スの と  ー ス論 ２ 

会  
会 論  

会 論  

２ 

２ 

者  者 論 ２ 

者  者 論 ２ 

・  論  ２ 

に対する  公的 論 ２ 

と  と  ２ 

を える法  と成 後  ２ 

法と  法  ２ 

ー ル ー  ー ル ー  ２ 

ー ル ー ） 

ー ル ー  

ー ル ー  

ー ル ー  

ー ル ー  

２ 

２ 

２ 

２ 

ー ル ー 実 指導 

ー ル ー 実 指導  

ー ル ー 実 指導  

ー ル ー 実 指導  

 

１ 

１ 

ー ル ー 実  
ー ル ー 実  

ー ル ー 実  

２ 

４ 
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以下の表は、 格を するために必要な科 と単位 です。 修の方法によっては、 格が できないこともありますので、

格 を する学 は、これらの表に して 格に該当する に の 、科 を 修して さい。 

士

科目 科目  

会 士 試験受験 格 

に定める指定科 の  本学における 科 の  単位  

学 論 人 の構 と  ２ 

心理学と心理的  心理学 論 ２ 

会学と 会 ス  会学 ２ 

会 の 理と  
会 論  

会 論  

２ 

２ 

会 査の  査 法 ２ 

ー ル ー の と  ー ル ー  ２ 

ー ル ー の と ） 会 論 ２ 

ー ル ー の理論と方法 
ー ル ー 論  

ー ル ー 論  

２ 

２ 

ー ル ー の理論と方法 ） 
ー ル ー 論  

ー ル ー 論  

２ 

２ 

域 と 的  
域 論 

ー ル ー 論  

２ 

２ 

ー スの と  ー ス論 ２ 

会  
会 論  

会 論  

２ 

２ 

者  者 論 ２ 

者  者 論 ２ 

・  論  ２ 

に対する  公的 論 ２ 

と  と  ２ 

を える法  と成 後  ２ 

法と  法  ２ 

ー ル ー  ー ル ー  ２ 

ー ル ー ） 

ー ル ー  

ー ル ー  

ー ル ー  

ー ル ー  

２ 

２ 

２ 

２ 

ー ル ー 実 指導 

ー ル ー 実 指導  

ー ル ー 実 指導  

ー ル ー 実 指導  

 

１ 

１ 

ー ル ー 実  
ー ル ー 実  

ー ル ー 実  

２ 

４ 
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士  

科目 科目  

士 試験受験 格 

に定める指定科 の  

文 科学 ・ ）

本学における 科 の  単位  

学と  
とその  

とその  

２ 

２ 

の の 題と  
学  

学  

２ 

２ 

ー ル ー の と  ー ル ー  ２ 

の 理 
の 理  

の 理  

２ 

２ 

ー ル ー の理論と方法 
ー ル ー 論  

ー ル ー 論  

２ 

２ 

ー ル ー の理論と方法 ） 
ー ル ー の理論と方法 ）  

ー ル ー の理論と方法 ）  

２ 

２ 

ー 論 ー 論 ２ 

論 論 ２ 

ー ル ー  ー ル ー  ２ 

ー ル ー ） 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

ー ル ー 実 指導 

実 指導  

実 指導  

実 指導  

１ 

１ 

１ 

ー ル ー 実  実  ４ 

学 論 人 の構 と  ２ 

心理学と心理的  心理学 論 ２ 

会学と 会 ス  会学 ２ 

会 の 理と  
会 論  

会 論  

２ 

２ 

域 と 的  
域 論 

ー ル ー 論  

２ 

２ 

会  
会 論  

会 論  

２ 

２ 

を える法  と成 後  ２ 

 法  ２ 

者 論 ２ 

会 査の  査 法 ２ 

士

科目 科目  
士 を 成 す る 学  

そ の の 設 の 修 教 科  
成 示 ） 

設  
単位

本学における教  
備       

科 等の  単位  

教

科

目

に関する  ２以

           
実  

 
実  

 
実  

 
実  

 
 

 

１ 
１ 
１ 
１ 

 １ 
１ 
１ 
１ 
２ 
２ 
２ 

２単位以 選択し、
修すること。 

に関する 実  
 

実  
１ 
１ 

科学 
実  

２ 
１ 

す て 修するこ
と。 

記以 の科  ６以

心理学 論 
会学 

法学  
人 の構 と  

ー 
教  
教  

教 科 ※

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
１ 
２ 

 

６単位以 選択し、
修すること。 

必

修

科

目

の本 ・ 的に関
する科  

理 ２ 理 ２  

す て 修すること。

教 理 ２ 教 理 ２ 
ども  ２ 論  ２ 
会  ２ 会 論  ２ 
ども 論 ２ 論 ２ 
会的  ２ 会的  ２ 

者論 ２ 者論 ２ 

の対 の理解に関
する科  

の心理学 ２ の心理学 ２ 
 ども の心理学 ２ ども の心理学 ２ 

どもの理解と  １ どもの理解と  １ 
どもの  ２ どもの  ２ 
どもの と  ２ どもの と  ２ 

の ・方法に関
する科  

の と評価 ２ の と評価 ２ 
論 １ 論 ２ 

 ５ 

 ） 
 人間関 ） 
 ） 
 ） 
 表 ） 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 の理解と方法 ４ 
の理解と方法  ２ 
の理解と方法  ２ 

 ２  ２ 
 １  １ 

どもの と  １ どもの と  １ 
  ２ 発 論 ２ 

会的  １ 会的  １ 
て  １ 論 ２ 

実  
実  ４ 

実  
実  

２ 
２ 

実 指導  ２ 
実 指導  
実 指導  

１ 
１ 

 合  実  ２ 実  ２ 

選

択

必

修

科

目

の本 ・ 的に関
する科  

１５以

論  
会 論  

２ 
２ 

実 、
実 指導

を 選択必修科 の
中から 実 ２
単位を含 ６単位以
選択し、 修すること。

実 、
実 指導

は必 修すること。 

の対 の理解に関
する科  

ー ス論 
教 心理学 教 ・学 心理学） 

心理学 論 
会学 

２ 
２ 
２ 
２ 

の ・方法に関
する科  

実  
実  

２ 
２ 

実  

実 は 実 
 

２ 
実 ） 
実 設） 

２ 

実 指導 は  
実 指導  

１ 実 指導  １ 

士 に る教 科 教 科 ）を 修する場合は、下記の中から１科 ２単位を修 するものとする。

と 者 、 人間と 、 学の 、 と集 、 術学の 、 ュ 成の理論と実 、 科学 術と 理 、 学

の 、 ジ ーと文 、 学の  
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士  

科目 科目  

士 試験受験 格 

に定める指定科 の  

文 科学 ・ ）

本学における 科 の  単位  

学と  
とその  

とその  

２ 

２ 

の の 題と  
学  

学  

２ 

２ 

ー ル ー の と  ー ル ー  ２ 

の 理 
の 理  

の 理  

２ 

２ 

ー ル ー の理論と方法 
ー ル ー 論  

ー ル ー 論  

２ 

２ 

ー ル ー の理論と方法 ） 
ー ル ー の理論と方法 ）  

ー ル ー の理論と方法 ）  

２ 

２ 

ー 論 ー 論 ２ 

論 論 ２ 

ー ル ー  ー ル ー  ２ 

ー ル ー ） 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

ー ル ー 実 指導 

実 指導  

実 指導  

実 指導  

１ 

１ 

１ 

ー ル ー 実  実  ４ 

学 論 人 の構 と  ２ 

心理学と心理的  心理学 論 ２ 

会学と 会 ス  会学 ２ 

会 の 理と  
会 論  

会 論  

２ 

２ 

域 と 的  
域 論 

ー ル ー 論  

２ 

２ 

会  
会 論  

会 論  

２ 

２ 

を える法  と成 後  ２ 

 法  ２ 

者 論 ２ 

会 査の  査 法 ２ 

士

科目 科目  
士 を 成 す る 学  

そ の の 設 の 修 教 科  
成 示 ） 

設  
単位

本学における教  
備       

科 等の  単位  

教

科

目

に関する  ２以

           
実  

 
実  

 
実  

 
実  

 
 

 

１ 
１ 
１ 
１ 

 １ 
１ 
１ 
１ 
２ 
２ 
２ 

２単位以 選択し、
修すること。 

に関する 実  
 

実  
１ 
１ 

科学 
実  

２ 
１ 

す て 修するこ
と。 

記以 の科  ６以

心理学 論 
会学 

法学  
人 の構 と  

ー 
教  
教  

教 科 ※

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
１ 
２ 

 

６単位以 選択し、
修すること。 

必

修

科

目

の本 ・ 的に関
する科  

理 ２ 理 ２  

す て 修すること。

教 理 ２ 教 理 ２ 
ども  ２ 論  ２ 
会  ２ 会 論  ２ 
ども 論 ２ 論 ２ 
会的  ２ 会的  ２ 

者論 ２ 者論 ２ 

の対 の理解に関
する科  

の心理学 ２ の心理学 ２ 
 ども の心理学 ２ ども の心理学 ２ 

どもの理解と  １ どもの理解と  １ 
どもの  ２ どもの  ２ 
どもの と  ２ どもの と  ２ 

の ・方法に関
する科  

の と評価 ２ の と評価 ２ 
論 １ 論 ２ 

 ５ 

 ） 
 人間関 ） 
 ） 
 ） 
 表 ） 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 の理解と方法 ４ 
の理解と方法  ２ 
の理解と方法  ２ 

 ２  ２ 
 １  １ 

どもの と  １ どもの と  １ 
  ２ 発 論 ２ 

会的  １ 会的  １ 
て  １ 論 ２ 

実  
実  ４ 

実  
実  

２ 
２ 

実 指導  ２ 
実 指導  
実 指導  

１ 
１ 

 合  実  ２ 実  ２ 

選

択

必

修

科

目

の本 ・ 的に関
する科  

１５以

論  
会 論  

２ 
２ 

実 、
実 指導

を 選択必修科 の
中から 実 ２
単位を含 ６単位以
選択し、 修すること。

実 、
実 指導

は必 修すること。 

の対 の理解に関
する科  

ー ス論 
教 心理学 教 ・学 心理学） 

心理学 論 
会学 

２ 
２ 
２ 
２ 

の ・方法に関
する科  

実  
実  

２ 
２ 

実  

実 は 実 
 

２ 
実 ） 
実 設） 

２ 

実 指導 は  
実 指導  

１ 実 指導  １ 

士 に る教 科 教 科 ）を 修する場合は、下記の中から１科 ２単位を修 するものとする。

と 者 、 人間と 、 学の 、 と集 、 術学の 、 ュ 成の理論と実 、 科学 術と 理 、 学

の 、 ジ ーと文 、 学の  



― 66 ―

科目 科目  

公認心理 試験の受験 格を るには、 学 における 指定科 の修 か、公認心理 法 行規 で定める 設で、

規 で定める 間以 の実 験が必要です。 

公認心理 法 行規 に定める 

学における指定科 の  

成 文 科学 ・ ） 

本学における 科 の  単位

公認心理 の  公認心理 の  ２ 

心理学 論 心理学 論 ２ 

心理学 論 心理学 論 ２ 

心理学研究法 心理学研究法 ２ 

心理学 法 心理学 法 ２ 

心理学実験 心理学実験 ２ 

・認 心理学 ・認 心理学 ２ 

学 ・ 心理学 学 ・ 心理学 ２ 

・人格心理学 ・人格心理学 ２ 

・ 理心理学 ・ 理心理学 ２ 

会・集 ・ 心理学 会心理学 会・集 ・ 心理学） ２ 

発 心理学 発 心理学 ２ 

者・ 心理学 者・ 心理学 ２ 

心理的 ス  心理的 ス  ２ 

心理学的 法 心理学的 法 ２ 

・ 心理学 ・ 心理学 ２ 

心理学 心理学 ２ 

教 ・学 心理学 教 心理学 教 ・学 心理学） ２ 

法・ 心理学 法・ 心理学 ２ 

・ 心理学 人間関 論 ・ 心理学） ２ 

人 の構 と  人 の構 と  ２ 

とその  
とその  ２ 

とその  ２ 

関 行 論 関 行 論 ２ 

心理  
心理  ２ 

心理  ２ 

心理実  
心理実 指導） １ 

心理実  ２ 



科目 科目  

公認心理 試験の受験 格を るには、 学 における 指定科 の修 か、公認心理 法 行規 で定める 設で、

規 で定める 間以 の実 験が必要です。 

公認心理 法 行規 に定める 

学における指定科 の  

成 文 科学 ・ ） 

本学における 科 の  単位

公認心理 の  公認心理 の  ２ 

心理学 論 心理学 論 ２ 

心理学 論 心理学 論 ２ 

心理学研究法 心理学研究法 ２ 

心理学 法 心理学 法 ２ 

心理学実験 心理学実験 ２ 

・認 心理学 ・認 心理学 ２ 

学 ・ 心理学 学 ・ 心理学 ２ 

・人格心理学 ・人格心理学 ２ 

・ 理心理学 ・ 理心理学 ２ 

会・集 ・ 心理学 会心理学 会・集 ・ 心理学） ２ 

発 心理学 発 心理学 ２ 

者・ 心理学 者・ 心理学 ２ 

心理的 ス  心理的 ス  ２ 

心理学的 法 心理学的 法 ２ 

・ 心理学 ・ 心理学 ２ 

心理学 心理学 ２ 

教 ・学 心理学 教 心理学 教 ・学 心理学） ２ 

法・ 心理学 法・ 心理学 ２ 

・ 心理学 人間関 論 ・ 心理学） ２ 

人 の構 と  人 の構 と  ２ 

とその  
とその  ２ 

とその  ２ 

関 行 論 関 行 論 ２ 

心理  
心理  ２ 

心理  ２ 

心理実  
心理実 指導） １ 

心理実  ２ 





― 69 ―

な時

　 教 科 の必修科 を れます。

　 分の学 の 科 の必修科 を れます。

　 いているとこ に 科 の選択科 を れます。

　 さらに いているとこ に 教 科 の選択科 を れます。

　 単位 を合 し、 学 に 修できる単位 の を えていないことを確認します。

１ 年生 前 期

2

1 2 2

2 2 1

2 1 2 2 2

2 1 2

26
単位

26
単位

※ 分の 修 単位 の は で確認して さい。

社会学 体育実技
人体の構造と機能

及び疾病
社会福祉原論Ⅰ ソーシャルワーク入門

心理学概論 英語基礎演習Ⅰ 法学Ⅰ

大学で学ぶ・大学
を学ぶ

歴史学の世界

時限

基礎教養入門Ⅰ

時 を 履修登録をしましょう

単位数 上限 合計単位数

≧

集中講義・
実習など

英語実践演習Ⅰ 情報リテラシー

社会福祉の基礎Ａ

地域と情報

時限

時限

時限

時限

履修登録下書き表 入

月 火 水 木 金

科 一 表で 分の に される科 を確認し、 間 を ながら の に って
間 を めていきます。科 選択の は、必 スに を し を確認して さい。

・ を 合 し を 上
　　　　　　時 を し 。

※ 科 は前 と後 で単位 を分 して します。

科 ２単位 前 １単位 後 １単位

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。
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年生 期

　 

≧

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

学

合計単位数

単位

履修上限単位

単位

年生 期

　 

≧

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

学

合計単位数

単位

履修上限単位

単位
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年生 期

　 

≧

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

学

合計単位数

単位

履修上限単位

単位

年生 期

　 

≧

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

学

合計単位数

単位

履修上限単位

単位
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年生 期

　 

≧

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

学

合計単位数

単位

履修上限単位

単位

年生 期

　 

≧

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

学

合計単位数

単位

履修上限単位

単位
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年生 期

　 

≧

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

学

合計単位数

単位

履修上限単位

単位

年生 期

　 

≧

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

学

合計単位数

単位

履修上限単位

単位





社会福祉学研究科



社会福祉学研究科が目指す目標

 

 社会福祉領域の構造的変化やその課題の複雑多様化に対応した新たな祉会福祉システムの開発とともに､

福祉サｰビスその他のパーソナル･サｰビス部門に関わる深い識見と専門的知識･技術を有し､かつ他の職種と

連携しながら祉会福祉現場をリｰドできる高度な専門職業人の養成を目指します｡ 

 社会福祉分野の学問体系の進展･高度化に対応し､祉会福祉学の学部における教育･研究の一層の整備と

充実強化を目指すとともに､学部での教育研究を基盤に､かつ内外の教育・研究機関との密接な連携を図りな

がら､教育研究の国際競争力の強化と世界的水準の教育研究の展開と､岩手県立大学全体の研究資産を活か

したより高度で専門的な教育･研究の確立を目指します。 

 質の高い福祉人材を地域社会に供給するとともに､特に福祉実践の場にいる職業人のリカレントの場を提供

することを教育研究の主眼とし、人材供給と福祉現場との研究交流を通し､岩手県における福祉教育と研究の

センタｰとしての役割を果すことを目指します｡ 

 

社会福祉学研究科のDP・CP

《社会福祉学研究科ディプロマ･ポリシー》 

社会福祉学研究科では、本学の建学の理念、教育の特色、教育研究上の目的を踏まえ、 

 

博士前期課程においては、 

社会福祉領域の構造的変化やその課題の複雑多様化に対応した新たな祉会福祉システムの開発とともに､福

祉サービスその他のパーソナル･サービス部門に関わる深い識見と専門的知識･技術を有し､かつ他の職種と

連携しながら祉会福祉現場をリードできる高度な専門職業人 

 

博士後期課程においては、 

複雑で多様な実践課題に対して柔軟かつ確実に対応できる研究者あるいは教育者として、自立的な社会福祉

研究を展開できる人材 

 

の育成を図り、本学学則に定める修了要件を満たした学生を、次に掲げる「学生が修了までに身につけるべき

能力」を備えたものとして、博士前期課程にあっては学位『修士（社会福祉学）』、博士後期課程にあっては『博

士（社会福祉学）』を授与します。 

 

学生が修了までに身につけるべき能力 
 

＜博士前期課程＞ 

１ 高度で専門的な知識とリサーチ及びマネジメント技法に関する能力を修得し、国、地方等各レベルの行政

機関において福祉ニーズの把握、福祉計画の立案、福祉政策の実施・評価を担うことができる。 

２ 企業、地域社会、国際社会などの各方面における新たな福祉課題や対応について研究開発を行い、変動

する地域や企業の福祉需要に対して専門知識をもとに貢献ができる。 

３ 高齢者、障害者、児童及び生活上の支援を要する福祉臨床の実践の中で、複雑化・多様化するニーズに
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学

会 領域の構 的 やその 題の に対 した新たな 会 ス の 発とともに

スその の ー ル ス に関わる い と 的 術を し かつ の と

連 しながら 会 場を できる な 人の 成を 指します  

会 分野の学問 の 展 に対 し 会 学の学 における教 研究の一 の 備と

実 を 指すとともに 学 での教 研究を に かつ の教 ・研究 関との な連 を りな

がら 教 研究の の と 的 の教 研究の展 と 学 の研究 を か

したより で 的な教 研究の確 を 指します。 

の い 人 を 域 会に するとともに に 実 の場にいる 人の の場を提

することを教 研究の とし、人 と 場との研究 を し における 教 と研究の

としての を果すことを 指します  

学

会 学研究科では、本学の 学の理 、教 の 、教 研究 の 的を まえ、 

博士前 においては、 

会 領域の構 的 やその 題の に対 した新たな 会 ス の 発とともに

ー スその の ー ル ー ス に関わる い と 的 術を し かつ の と

連 しながら 会 場を ー できる な 人 

博士後 においては、 

で な実 題に対して かつ確実に対 できる研究者あるいは教 者として、 的な 会

研究を展 できる人  

の 成を り、本学学 に定める修了要 を たした学 を、 に る 学 が修了までに につける き

を備えたものとして、博士前 にあっては学位 修士 会 学） 、博士後 にあっては 博

士 会 学） を 与します。 

学 が修了までに につける き

博士前

１ で 的な と ー ジ 法に関する を修 し、 、 方等 ルの行

関において ー の 、 の 、 の実 ・評価を うことができる。 

２ 、 域 会、 会などの 方 における新たな 題や対 について研究 発を行い、

する 域や の 要に対して をもとに ができる。 

３ 者、 者、 の を要する の実 の中で、 ・ する ー に
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対して な と 法とを できる。 

４ 学 、 、 域 会、 場で発 する な心理的問題に対 するために、 の 会的 と

心理的 をふまえつつ、 的理論と 術に いて 心理学的 を提 できる。 

５ 実 の場や関連領域での に わっている 会人が、それ れの 領域の 、 術を

するために る学 的な研究 ー をも つつ、その分野において する き を めて 会

研究を めることができる。 

６ 会 の理論、 題、方法等に問題 を 、 の 点と方法を学術的に するため

に博士 等 学を 指す研究 性を つことができる。

博士後

１ 的な 会 分野において、 な ル ー 、 ・ ル ー ができる。 

２ 域や行 に対して、 ・心理・ ・ 分野での を うことができる。 

３ 学が位 する 域 性を かし、わが の の 性を つ 域と連 し、さらには 的

野に 、研究成果を ことができる。 

４ 会 に関わる実 領域、研究 関、教 関において められる研究 と実 とを 備え

ている。 

博士前

会 学研究科としての 合的かつ 的教 研究を前提として、研究方法の 性、学 性といった

会 分野の によって、 合 ース 、 心理 ース の つの ースを設けて教 研究を行

います。 

合 ース  

ー スと に関する な理論と 術を前提に、 者・ 者・ などの 場 、

・行 ・ ・ などの 域的・ 的 野を 合し、ジ な実 とその となる学

の 発・修 を 指します。 

心理 ース  

ー スの中で 性と 性を している 心理学的分野の と 題を、 のジ な

点を において、心理 を中心に で 性の い理論と 法の 発、修 を 指します。 

博士後

１ 研究指導理 は ュ を構 するための研究 発と、実証的 に 実 理論・ 法の

研究を中心とします。そのため 行研究の十分な に えて、 の 会 の領域に まらない 的

な ー を 含できる発展的 点で研究 ー を 構 するとともに、実証的な ー と結 つけ、 的問

題の解 に寄与できる理論構成を することを 本的な教 研究の方 とします。教 研究の展 は、

場が り 題について、その発 の 証、対 する実 理論の評価、 となる研究理論の

評価を として 的に行います。 

２ は、 な ー と分 方法を させることな 、 会 学の科学方法論として 合してい ため

に 会 学の一 とし、 的で 合的な ー のもとに、 合的に教 研究を行います。 
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【 コース】
１年 ２年

研究を⾏う上で求められる専⾨的知識や理論、⽅法等を学修しつつ、研究テー
マを明確化させる。

学位（修⼠）論⽂を中⼼に据え、専⾨的知識や理論、研
究⽅法に関する2年間の学修成果を統合する。
教育研究と現場実践との橋渡し役を担える⼈材としての
⼒量を⾝につける。

DP1
⾼度で専⾨的な知識とリサーチ及びマネ
ジメント技法に関する能⼒を修得し、国、
地⽅等各レベルの⾏政機関において福祉
ニーズの把握、福祉計画の⽴案、福祉政
策の実施・評価を担うことができる。

DP２
企業、地域社会、国際社会などの各⽅⾯
における新たな福祉課題や対応について
研究開発を⾏い、変動する地域や企業の
福祉需要に対して専⾨知識をもとに貢献が
できる。

DP6
社会福祉の理論、課題、⽅法等に問題意
識を持ち、福祉専⾨職の視点と⽅法を学
術的に精緻化するために博⼠課程等へ進
学を⽬指す研究志向性を持つことができ
る。

DP3
⾼齢者、障害者、児童及び⽣活上の⽀援
を要する福祉臨床の実践の中で、複雑
化・多様化するニーズに対して⾼度な知識
と福祉臨床技法とを応⽤できる。

DP４
学校、家庭、地域社会、職場で発⽣する
多様な⼼理的問題に対応するために、ク
ライエントの社会的状況と⼼理的過程を
ふまえつつ、専⾨的理論と援助技術に基づ
いて臨床⼼理学的援助を提供できる。

DP５
福祉実践の場や関連領域での福祉業務に
携わっている社会⼈が、それぞれの専⾨
領域の知識、技術を⾼度化するために⽣
ずる学際的な研究ニーズをもちつつ、その
分野において補完するべき知識を求めて
社会福祉研究を進めることができる。

科

⼈間 学 論
⼈間関 （ 業・ 分野に関する理論と⽀援の 開）

５

福祉研究の⽅法 ・
福祉実践学 ・

福祉研究の基

科目

社会福祉学研究科博士前期課程カリキュラムマップ対して な と 法とを できる。 

４ 学 、 、 域 会、 場で発 する な心理的問題に対 するために、 の 会的 と

心理的 をふまえつつ、 的理論と 術に いて 心理学的 を提 できる。 

５ 実 の場や関連領域での に わっている 会人が、それ れの 領域の 、 術を

するために る学 的な研究 ー をも つつ、その分野において する き を めて 会

研究を めることができる。 

６ 会 の理論、 題、方法等に問題 を 、 の 点と方法を学術的に するため

に博士 等 学を 指す研究 性を つことができる。

博士後

１ 的な 会 分野において、 な ル ー 、 ・ ル ー ができる。 

２ 域や行 に対して、 ・心理・ ・ 分野での を うことができる。 

３ 学が位 する 域 性を かし、わが の の 性を つ 域と連 し、さらには 的

野に 、研究成果を ことができる。 

４ 会 に関わる実 領域、研究 関、教 関において められる研究 と実 とを 備え

ている。 

博士前

会 学研究科としての 合的かつ 的教 研究を前提として、研究方法の 性、学 性といった

会 分野の によって、 合 ース 、 心理 ース の つの ースを設けて教 研究を行

います。 

合 ース  

ー スと に関する な理論と 術を前提に、 者・ 者・ などの 場 、

・行 ・ ・ などの 域的・ 的 野を 合し、ジ な実 とその となる学

の 発・修 を 指します。 

心理 ース  

ー スの中で 性と 性を している 心理学的分野の と 題を、 のジ な

点を において、心理 を中心に で 性の い理論と 法の 発、修 を 指します。 

博士後

１ 研究指導理 は ュ を構 するための研究 発と、実証的 に 実 理論・ 法の

研究を中心とします。そのため 行研究の十分な に えて、 の 会 の領域に まらない 的

な ー を 含できる発展的 点で研究 ー を 構 するとともに、実証的な ー と結 つけ、 的問

題の解 に寄与できる理論構成を することを 本的な教 研究の方 とします。教 研究の展 は、

場が り 題について、その発 の 証、対 する実 理論の評価、 となる研究理論の

評価を として 的に行います。 

２ は、 な ー と分 方法を させることな 、 会 学の科学方法論として 合してい ため

に 会 学の一 とし、 的で 合的な ー のもとに、 合的に教 研究を行います。 
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【臨床⼼理コース】
１年 ２年

DP1
⾼度で専⾨的な知識とリサーチ及びマネ
ジメント技法に関する能⼒を修得し、国、
地⽅等各レベルの⾏政機関において福祉
ニーズの把握、福祉計画の⽴案、福祉政
策の実施・評価を担うことができる。

学位（修⼠）論⽂を中⼼に据え、専⾨的知識や理論、研
究⽅法に関する2年間の学修成果を統合する。
教育研究と現場実践との橋渡し役を担える⼈材としての
⼒量を⾝につける。

研究を⾏う上で求められる専⾨的知識や理論、⽅法等を学修しつつ、研究テー
マを明確化させる。

DP6
社会福祉の理論、課題、⽅法等に問題意
識を持ち、福祉専⾨職の視点と⽅法を学
術的に精緻化するために博⼠課程等へ進
学を⽬指す研究志向性を持つことができ
る。

DP５
福祉実践の場や関連領域での福祉業務に
携わっている社会⼈が、それぞれの専⾨
領域の知識、技術を⾼度化するために⽣
ずる学際的な研究ニーズをもちつつ、その
分野において補完するべき知識を求めて
社会福祉研究を進めることができる。

DP４
学校、家庭、地域社会、職場で発⽣する
多様な⼼理的問題に対応するために、ク
ライエントの社会的状況と⼼理的過程を
ふまえつつ、専⾨的理論と援助技術に基づ
いて臨床⼼理学的援助を提供できる。

DP3
⾼齢者、障害者、児童及び⽣活上の⽀援
を要する福祉臨床の実践の中で、複雑
化・多様化するニーズに対して⾼度な知識
と福祉臨床技法とを応⽤できる。

DP２
企業、地域社会、国際社会などの各⽅⾯
における新たな福祉課題や対応について
研究開発を⾏い、変動する地域や企業の
福祉需要に対して専⾨知識をもとに貢献が
できる。

科
分

分

分 分

科目

分

科目

社会福祉学研究科博士前期課程カリキュラムマップ

ＤＰ１
多面的な社会福祉分野において、
高度なコンサルテーション、リエ
ゾン・コンサルテーションができ
る。

ＤＰ２
地域や行政に対して、福祉・心理・
保健・医療分野でのシンクタンク
機能を担うことができる。

ＤＰ３
岩手県立大学が位置する地域特性を
活かし、わが国の同様の特性を持つ
地域と連携し、さらには国際的視野
に立ち、研究成果を導くことができ
る。

ＤＰ４
社会福祉に関わる実践領域、研究
機関、教育機関において求められる
研究能力と実践力とを兼ね備えて
いる。

１年次 ２年次 ３年次

カリキュラム概略図：社会福祉学研究科後期課程

ディプロマ・
　　　　ポリシー

社会福祉特定研究Ⅰ　　　社会福祉特定研究Ⅱ

社会福祉総合研究Ⅰ　　　   社会福祉総合研究Ⅱ　　　  社会福祉総合研究Ⅲ

年次
研究テーマの明確化と
実践理論・技法の修得

問題に対する多面的で統合
的アプローチの実践

福祉コミュニティ構築に
向けた理論生成と問題解決



― 81 ―

社会福祉学研究科博士後期課程カリキュラムマップ

ＤＰ１
多面的な社会福祉分野において、
高度なコンサルテーション、リエ
ゾン・コンサルテーションができ
る。

ＤＰ２
地域や行政に対して、福祉・心理・
保健・医療分野でのシンクタンク
機能を担うことができる。

ＤＰ３
岩手県立大学が位置する地域特性を
活かし、わが国の同様の特性を持つ
地域と連携し、さらには国際的視野
に立ち、研究成果を導くことができ
る。

ＤＰ４
社会福祉に関わる実践領域、研究
機関、教育機関において求められる
研究能力と実践力とを兼ね備えて
いる。

１年次 ２年次 ３年次

カリキュラム概略図：社会福祉学研究科後期課程

ディプロマ・
　　　　ポリシー

社会福祉特定研究Ⅰ　　　社会福祉特定研究Ⅱ

社会福祉総合研究Ⅰ　　　   社会福祉総合研究Ⅱ　　　  社会福祉総合研究Ⅲ

年次
研究テーマの明確化と
実践理論・技法の修得

問題に対する多面的で統合
的アプローチの実践

福祉コミュニティ構築に
向けた理論生成と問題解決
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Ⅰ　博 士 前 期 課 程



１ 博士前期課程の概要

 

教育研究目標（養成する人材像） 
本研究科が目指す目標を達成するため、実際の教育研究において、福祉政策と臨床の統合的視点を持

つべき福祉人材像の育成を図ることを目標とし、その具体的な人材像は次の通りです。 

 国、地方等各レベルの行政機関において福祉ニーズの把握、福祉計画の立案、福祉政策の実施・評

価を担う、高度で専門的な知識とリサーチ及びマネジメント技法を修得した人材 

 企業、地域社会、国際社会などの各方面における新たな福祉課題や対応について研究開発し、変動

する地域や企業の福祉需要に貢献するための専門的知識を修得した人材 

 高齢者、障害者、児童及び生活上の支援を要する福祉臨床の実践の中で、複雑化するニーズ構造に

対応できる高度な知識と福祉臨床技法を習得したソーシャルワークの専門的人材 

 学校、家庭、地域社会、職場で発生する多様な心理的問題に対応するために、クライエントの社会的

状況と心理的過程に沿った臨床心理学的援助を提供できる専門的理論と援助技術を修得した人材 

 福祉実践の場や関連領域での福祉業務に携わっている社会人が、それぞれの専門領域の知識、技

術を高度化するために生ずる学際的な研究ニーズをもち、かつ、その分野において補完するべき知識

を求めて社会福祉研究を進めようとする人材 

 社会福祉の理論、課題、方法等に問題意識を持ち、福祉専門職の視点と方法を学術的に精緻化する

ために博士課程等へ進学を目指す研究志向の人材 

 研究科の構成 
《専攻》 

社会福祉学専攻 

《概要》 

社会福祉学専攻とし、基礎とする学部の研究組織・教育内容および社会福祉分野の研究教育の動向、社

会福祉の実践領域の進展と大学院修了者の進路等の諸情勢を踏まえ、研究科としての総合的かつ基盤的

教育研究を前提として、研究方法の多様性、学際性といった社会福祉分野の特質によって、「総合福祉コー

ス」、「臨床心理コース」の二つのコースを設けて教育研究を行います。 

 コース 

 総合福祉コース 

  福祉サービスと福祉臨床に関する高度な理論と

技術を前提に、高齢者・障害者・児童などの臨床

場面、政策・行政・組織・活動などの次元および地

域的・国際的視野を統合し、ジェネリックな実践力

とその基盤となる学知の開発・修得を目指す教育

研究コース 

 臨床心理コース 

福祉サービスの中で多様性と困難性を増してい

る臨床心理学的分野の動向と課題を、福祉のジェ

ネリックな視点を基盤において、心理臨床を中心

に高度で専門性の高い理論と技法の開発、修得

を目指す教育研究コース 
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Ⅰ　博士前期課程

 博士

本研究科が 指す を 成するため、実 の教 研究において、 と の 合的 点を

つ き 人 の 成を ることを とし、その 的な人 は の りです。 

 、 方等 ルの行 関において ー の 、 の 、 の実 ・評

価を う、 で 的な と ー ジ 法を修 した人  

 、 域 会、 会などの 方 における新たな 題や対 について研究 発し、

する 域や の 要に するための 的 を修 した人  

 者、 者、 の を要する の実 の中で、 する ー 構 に

対 できる な と 法を した ー ル ー の 的人  

 学 、 、 域 会、 場で発 する な心理的問題に対 するために、 の 会的

と心理的 に沿った 心理学的 を提 できる 的理論と 術を修 した人  

 実 の場や関連領域での に わっている 会人が、それ れの 領域の 、

術を するために る学 的な研究 ー をも 、かつ、その分野において する き

を めて 会 研究を めようとする人  

 会 の理論、 題、方法等に問題 を 、 の 点と方法を学術的に する

ために博士 等 学を 指す研究 の人  

 

会 学  

 

会 学 とし、 とする学 の研究 ・教 およ 会 分野の研究教 の 、

会 の実 領域の 展と 学 修了者の 等の を まえ、研究科としての 合的かつ 的

教 研究を前提として、研究方法の 性、学 性といった 会 分野の によって、 合 ー

ス 、 心理 ース の つの ースを設けて教 研究を行います。 


  ー スと に関する な理論と

術を前提に、 者・ 者・ などの

場 、 ・行 ・ ・ などの およ

域的・ 的 野を 合し、ジ な実

とその となる学 の 発・修 を 指す教

研究 ース 


ー スの中で 性と 性を してい

る 心理学的分野の と 題を、 のジ

な 点を において、心理 を中心

に で 性の い理論と 法の 発、修

を 指す教 研究 ース 
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学 ・ ー  

研究指導教員の選定 

研究 ー 提出 

会 

ス 

中間 会 

学位論文題 確定 

学位論文提出 

学位論文発表会 

学位論文審査 

学位論文題 の審  

学位論文審査結果の審  

研究科委員会にて学位 与の について審  

修士学位の 与 

 

科 分  的 修の方法 

科  
会 に関する 的・実

的研究を理論的に構 する

を 成する。

科 単位以 を選択 修

すること。

公 ・ 合 ジ

学科
１・２

会 に関する ・ 的

な観点から、公 的な 題の

、その に けた理論や

およ ジ 法に

ついて学 。

科 単位

以 を選択

修すること。

公認心理 お

よ 心理

士 格 に

する

は、 公 ・

合 ジ

学科 ・

・実 学科

の中から

科 単位以

を選択 修

すること。

・実 学科 １・２

・実 的な観点から、 会

における 分野、または分野

的な 題等に対 するため

の理論をは め、 ー ル ー

方法論や ー について

学 。

科 単位

以 を選択

修すること。

人間科学科 １・２

人間およ それに関連する 問

題に関して、 な 科学

における理論や解 ー

について学 。

科 単位以 を選択 修

すること。

心理科 １・２

公認心理 およ 心理士

格 に けた心理に関する

的 およ 法について学

。

心理 格 者のみ選

択 修

実 １・２
実 ・実 と研究 法とを ー

ル で結合させて学 。
選択 修

研究指導 １・２
科 の 修を前提に学位

修士）論文作成を 備する。
科 単位必修

学位 修士）論文 ２
の 別の研究論文を作

成する。
必修
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学 ・ ー  

研究指導教員の選定 

研究 ー 提出 

会 

ス 

中間 会 

学位論文題 確定 

学位論文提出 

学位論文発表会 

学位論文審査 

学位論文題 の審  

学位論文審査結果の審  

研究科委員会にて学位 与の について審  

修士学位の 与 

 

科 分  的 修の方法 

科  
会 に関する 的・実

的研究を理論的に構 する

を 成する。

科 単位以 を選択 修

すること。

公 ・ 合 ジ

学科
１・２

会 に関する ・ 的

な観点から、公 的な 題の

、その に けた理論や

およ ジ 法に

ついて学 。

科 単位

以 を選択

修すること。

公認心理 お

よ 心理

士 格 に

する

は、 公 ・

合 ジ

学科 ・

・実 学科

の中から

科 単位以

を選択 修

すること。

・実 学科 １・２

・実 的な観点から、 会

における 分野、または分野

的な 題等に対 するため

の理論をは め、 ー ル ー

方法論や ー について

学 。

科 単位

以 を選択

修すること。

人間科学科 １・２

人間およ それに関連する 問

題に関して、 な 科学

における理論や解 ー

について学 。

科 単位以 を選択 修

すること。

心理科 １・２

公認心理 およ 心理士

格 に けた心理に関する

的 およ 法について学

。

心理 格 者のみ選

択 修

実 １・２
実 ・実 と研究 法とを ー

ル で結合させて学 。
選択 修

研究指導 １・２
科 の 修を前提に学位

修士）論文作成を 備する。
科 単位必修

学位 修士）論文 ２
の 別の研究論文を作

成する。
必修
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博士前 の修了要 は、 に 以 し、以下の科 およ 単位を 単位以 したう

えで、学位 修士）論文の審査 終試験に合格することです。 

的には、 科 単位以 、公 ・ 合 ジ 学科 単位以 、 ・実 学科 単位以

、 公認心理 およ 心理士 格 に する は、 公 ・ 合 ジ 学科 ・ ・実

学科 の中から 科 単位以 ）、人間科学科 単位以 、に え、心理科 、実 科 を えた６

つの科 分から 単位以 公認心理 およ 心理士 格 に する は、 単位以 ）に

よる修 単位 単位、およ 研究指導科 単位の合 単位以 を修 し、かつ学位 修士）論文の審査

およ 終試験に合格することです。 

た し、 修にあたっては、 修 の を まえて適切な科 を選択することが必要です。

５ 

  科 の  
当 

 

単位  

当教員  必

修

選

択

科
目

研究の方法  前

教   

教   博

教  実方 

研究の方法  後

教   

教   

教   博

教   

実 学  前  せ

実 学  後  せ

研究の  前  せ

ー 解 法 前 教   

査研究法 後 教   

的研究法 後 教     

学
科
目

公 ・ 合 ジ 学 論 ・

行 ）
・ 後

教   

  

公 ・ 合 ジ 学 論

）
・ 後 教  野  

公 ・ 合 ジ 学 論 会 ） ・ 後  教   

公 ・ 合 ジ 学 論 会

）
・ 後   

公 ・ 合 ジ 学 論 域 ） ・ 後 教   

公 ・ 合 ジ 学 論 ） ・ 後
教   

 

公 ・ 合 ジ 学 論 者

）
・ 後   教    

公 ・ 合 ジ 学 論 者

）
・ 後    せ

公 ・ 合 ジ 学 論 会学 ） ・ 前   教   

公 ・ 合 ジ 学 論 ・

理論 ）
・ 前   教   

公 ・ 合 ジ 学 論 学 ） ・ 前     

公 ・ 合 ジ 学 論 ） ・ 前 教   

公 ・ 合 ジ 学 論 ） ・ 前  せ

公 ・ 合 ジ 学 論 域

研究）
・ 前 教  野  
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Ⅰ　博士前期課程

  

博士前 の修了要 は、 に 以 し、以下の科 およ 単位を 単位以 したう

えで、学位 修士）論文の審査 終試験に合格することです。 

的には、 科 単位以 、公 ・ 合 ジ 学科 単位以 、 ・実 学科 単位以

、 公認心理 およ 心理士 格 に する は、 公 ・ 合 ジ 学科 ・ ・実

学科 の中から 科 単位以 ）、人間科学科 単位以 、に え、心理科 、実 科 を えた６

つの科 分から 単位以 公認心理 およ 心理士 格 に する は、 単位以 ）に

よる修 単位 単位、およ 研究指導科 単位の合 単位以 を修 し、かつ学位 修士）論文の審査

およ 終試験に合格することです。 

た し、 修にあたっては、 修 の を まえて適切な科 を選択することが必要です。

５ 

  科 の  
当 

 

単位  

当教員  必

修

選

択

科
目

研究の方法  前

教   

教   博

教  実方 

研究の方法  後

教   

教   

教   博

教   

実 学  前  せ

実 学  後  せ

研究の  前  せ

ー 解 法 前 教   

査研究法 後 教   

的研究法 後 教     

学
科
目

公 ・ 合 ジ 学 論 ・

行 ）
・ 後

教   

  

公 ・ 合 ジ 学 論

）
・ 後 教  野  

公 ・ 合 ジ 学 論 会 ） ・ 後  教   

公 ・ 合 ジ 学 論 会

）
・ 後   

公 ・ 合 ジ 学 論 域 ） ・ 後 教   

公 ・ 合 ジ 学 論 ） ・ 後
教   

 

公 ・ 合 ジ 学 論 者

）
・ 後   教    

公 ・ 合 ジ 学 論 者

）
・ 後    せ

公 ・ 合 ジ 学 論 会学 ） ・ 前   教   

公 ・ 合 ジ 学 論 ・

理論 ）
・ 前   教   

公 ・ 合 ジ 学 論 学 ） ・ 前     

公 ・ 合 ジ 学 論 ） ・ 前 教   

公 ・ 合 ジ 学 論 ） ・ 前  せ

公 ・ 合 ジ 学 論 域

研究）
・ 前 教  野  
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  科 の  
当 

 

単位  

当教員  必

修

選

択

学
科
目

・実 学 論 ） ・ 後   教   

・実 学 論 ） ・ 後   教   

・実 学 論 法 ） ・ 後   教  方 

・実 学 論 法 ） ・ 後   教   博

・実 学 論 域 ） ・ 後   せ

・実 学 論 科学 ） ・ 前  教   

教   

・実 学 論 学 ） ・ 前    せ

・実 学 論 ー ） ・ 前    せ

・実 学 論 ） ・ 前     一

・実 学 論 ー ル ー ） ・ 前   教   

・実 学 論 ー ルケ ） ・ 前    野 

・実 学 論 発 ） ・ 前   教   

・実 学 論 ス ール ー ル

ー 論）
前     

科
学
科
目

人間科学 論 人間科学の問い） ・ 後     

人間科学 論 人間 学） ・ 後    せ

人間科学 論 学） ・ 後    せ

人間科学 論 設 ） ・ 前    せ

人間関 ・ 分野に関する理論と

の展 ） 
前   教   

ー
ス

心理学研究法 論 前   教   博

心理学 別  前   教   

認 心理学 論 後   教   博

会心理学研究 関 ・集 ・ 域 会

における心理 に関する理論と実 ） 
後   教   

発 心理学 論 分野に関する理論と

の展 ） 
前   教   

学 論 分野に関する理論と

の展 ） 
後    一

法・ 分野に関する理論と の展  前     かおり

心の 教 に関する理論と実 １後     

  科 の  
当 

 

単位  

当教員  必

修

選

択

科
目ー

ス

心理学 論  ※ 前   教  中  明

心理学 論  ※ 後     かおり

心理 論 心理 に関する理論

と実 ）※ 
前   教   

  学

心理 論 ※ 後   教   

  学

心理 法 論※ 前    

学 心理学 論 教 分野に関する理論

と の展 ）  
後   本 

心理 査法 論 ※ 後    せ

法 論 ※ 後   
  かおり

 間 

  

心理査定 心理的 ス に関

する理論と実 ）※ 
前   教  中  明

心理査定  ※ 後   教  中  明

ー
ス

実 実 研究）    教   

教   

ー
ス

心理 実  ※     

教  中  明 

教    

  学 

  かおり 

心理実 実 ※     

教   博 

教  中  明 

教    

教    

教    

  学 

心理実 心理実 実 ） ※   １

教   博 

教  中  明 

教    

教    

教    

  学 

  かおり 

心理実  ※      

教  中  明 

教    

  学 

  かおり 

研究指導 
研究指導        会 学研究科 教員

研究指導        会 学研究科 教員
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  科 の  
当 

 

単位  

当教員  必

修

選

択

学
科
目

・実 学 論 ） ・ 後   教   

・実 学 論 ） ・ 後   教   

・実 学 論 法 ） ・ 後   教  方 

・実 学 論 法 ） ・ 後   教   博

・実 学 論 域 ） ・ 後   せ

・実 学 論 科学 ） ・ 前  教   

教   

・実 学 論 学 ） ・ 前    せ

・実 学 論 ー ） ・ 前    せ

・実 学 論 ） ・ 前     一

・実 学 論 ー ル ー ） ・ 前   教   

・実 学 論 ー ルケ ） ・ 前    野 

・実 学 論 発 ） ・ 前   教   

・実 学 論 ス ール ー ル

ー 論）
前     

科
学
科
目

人間科学 論 人間科学の問い） ・ 後     

人間科学 論 人間 学） ・ 後    せ

人間科学 論 学） ・ 後    せ

人間科学 論 設 ） ・ 前    せ

人間関 ・ 分野に関する理論と

の展 ） 
前   教   

ー
ス

心理学研究法 論 前   教   博

心理学 別  前   教   

認 心理学 論 後   教   博

会心理学研究 関 ・集 ・ 域 会

における心理 に関する理論と実 ） 
後   教   

発 心理学 論 分野に関する理論と

の展 ） 
前   教   

学 論 分野に関する理論と

の展 ） 
後    一

法・ 分野に関する理論と の展  前     かおり

心の 教 に関する理論と実 １後     

  科 の  
当 

 

単位  

当教員  必

修

選

択

科
目ー

ス

心理学 論  ※ 前   教  中  明

心理学 論  ※ 後     かおり

心理 論 心理 に関する理論

と実 ）※ 
前   教   

  学

心理 論 ※ 後   教   

  学

心理 法 論※ 前    

学 心理学 論 教 分野に関する理論

と の展 ）  
後   本 

心理 査法 論 ※ 後    せ

法 論 ※ 後   
  かおり

 間 

  

心理査定 心理的 ス に関

する理論と実 ）※ 
前   教  中  明

心理査定  ※ 後   教  中  明

ー
ス

実 実 研究）    教   

教   

ー
ス

心理 実  ※     

教  中  明 

教    

  学 

  かおり 

心理実 実 ※     

教   博 

教  中  明 

教    

教    

教    

  学 

心理実 心理実 実 ） ※   １

教   博 

教  中  明 

教    

教    

教    

  学 

  かおり 

心理実  ※      

教  中  明 

教    

  学 

  かおり 

研究指導 
研究指導        会 学研究科 教員

研究指導        会 学研究科 教員
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※ が されている科 は、 心理 ース の学 のみ 修 です。 

※※ が されている科 は、ス ール ー ル ー ーの認定 格 を する学 のみ 修

です。 

１） な 修 

 研究指導 ・ 以 はす て選択科 です。修了するには科 分 とに設けられている 修単

位 の を たした で、合 で３ 単位を 修する必要があります。 の科 もあることに

して、 修 を てて さい。 

２） 会人・ 学 に した科  

会人学 は 会的な 験を かすことができる 、 間の がききに いのが一 的です。

その点に して 実 学 実 学 実 という科 を設けています。また、 学

については 研究の を設定しています。い れも必修ではありませんが、 的に

修するようにして さい。 

科 の  当  

単位  

当教員  必

修

選

択

科
目

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ー

科
目

ス ール ー ル ー   １ 後   

教    

教    

 野  

ス ール ー ル ー 実 指導  前   

教    

教    

 野  

ス ール ー ル ー 実    前   

教    

教    

 野  

教 行 学   後   
教    

   

教 心理学 教 ・学 心理学）   後   教    

別 教 論   後   教    

教 論   後      

論    後   教    

学    後   教    

学    前   教    

 

  １）公認心理 試験の受験 格

  

 

  

公認心理 法 行規

に定める指定科 の

成 文 科学 ・

３ ） 

本学における 科 の 単位 備  

分野に関する

理論と の展  

学 論 分野に関する理論と の展

） 
２ 

※心理実 実

心理

実 心理実

実 ）の 間

は合 で 間

以 とする 実

において 当ケー

スに関する

間以 を含 ）。な

お、 修者 は

科 とも までと

する。 

分野に関する理論

と の展  
発 心理学 論 分野に関する理論と の展 ） ２ 

教 分野に関する理論

と の展  

学 心理学 論 教 分野に関する理論と の展

） 
２ 

法・ 分野に関する

理論と の展  
法・ 分野に関する理論と の展  ２ 

・ 分野に関する

理論と の展  
人間関 ・ 分野に関する理論と の展 ） ２ 

心理的 ス に関

する理論と実  

心理査定 心理的 ス に関する理論と

実 ） 
２ 

心理 に関する理論

と実  
心理 論 心理 に関する理論と実 ） ２ 

関 ・集 ・ 域

会における心理 に関

する理論と実  

会心理学研究 関 ・集 ・ 域 会における心

理 に関する理論と実 ） 
２ 

心の 教 に関する

理論と実  
心の 教 に関する理論と実  ２ 

心理実 実  
心理実 実  ※ ２ 

心理実 心理実 実 ） ※ １ 

２） 心理士 格 のための科

・ 心理 ースは公 法人 本 心理士 格認定 会より指定 ２ ）を受けており、 定の科

を修 して修了した後１ 間の 験を ことにより 心理士 格審査の受験 格 を たします。

必修科 、選択必修科 は表２の りです。 心理 ースに して修了できても、この表の科 を修 し

ていないと 心理士 格審査の受験 格 を たしません。 

区分 科目名 

必
修
科
目

心理学 論  

心理学 論  

心理 論 心理 に関する理論と実 ） 

心理 論  

心理査定 心理的 ス に関する理論と実 ） 

心理査定  

心理 実  

心理実 心理実 実 ） ※ 

心理実  

表２ 
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※ が されている科 は、 心理 ース の学 のみ 修 です。 

※※ が されている科 は、ス ール ー ル ー ーの認定 格 を する学 のみ 修

です。 

１） な 修 

 研究指導 ・ 以 はす て選択科 です。修了するには科 分 とに設けられている 修単

位 の を たした で、合 で３ 単位を 修する必要があります。 の科 もあることに

して、 修 を てて さい。 

２） 会人・ 学 に した科  

会人学 は 会的な 験を かすことができる 、 間の がききに いのが一 的です。

その点に して 実 学 実 学 実 という科 を設けています。また、 学

については 研究の を設定しています。い れも必修ではありませんが、 的に

修するようにして さい。 

科 の  当  

単位  

当教員  必

修

選

択

科
目

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ー

科
目

ス ール ー ル ー   １ 後   

教    

教    

 野  

ス ール ー ル ー 実 指導  前   

教    

教    

 野  

ス ール ー ル ー 実    前   

教    

教    

 野  

教 行 学   後   
教    

   

教 心理学 教 ・学 心理学）   後   教    

別 教 論   後   教    

教 論   後      

論    後   教    

学    後   教    

学    前   教    

 

  １）公認心理 試験の受験 格

  

 

  

公認心理 法 行規

に定める指定科 の

成 文 科学 ・

３ ） 

本学における 科 の 単位 備  

分野に関する

理論と の展  

学 論 分野に関する理論と の展

） 
２ 

※心理実 実

心理

実 心理実

実 ）の 間

は合 で 間

以 とする 実

において 当ケー

スに関する

間以 を含 ）。な

お、 修者 は

科 とも までと

する。 

分野に関する理論

と の展  
発 心理学 論 分野に関する理論と の展 ） ２ 

教 分野に関する理論

と の展  

学 心理学 論 教 分野に関する理論と の展

） 
２ 

法・ 分野に関する

理論と の展  
法・ 分野に関する理論と の展  ２ 

・ 分野に関する

理論と の展  
人間関 ・ 分野に関する理論と の展 ） ２ 

心理的 ス に関

する理論と実  

心理査定 心理的 ス に関する理論と

実 ） 
２ 

心理 に関する理論

と実  
心理 論 心理 に関する理論と実 ） ２ 

関 ・集 ・ 域

会における心理 に関

する理論と実  

会心理学研究 関 ・集 ・ 域 会における心

理 に関する理論と実 ） 
２ 

心の 教 に関する

理論と実  
心の 教 に関する理論と実  ２ 

心理実 実  
心理実 実  ※ ２ 

心理実 心理実 実 ） ※ １ 

２） 心理士 格 のための科

・ 心理 ースは公 法人 本 心理士 格認定 会より指定 ２ ）を受けており、 定の科

を修 して修了した後１ 間の 験を ことにより 心理士 格審査の受験 格 を たします。

必修科 、選択必修科 は表２の りです。 心理 ースに して修了できても、この表の科 を修 し

ていないと 心理士 格審査の受験 格 を たしません。 

区分 科目名 

必
修
科
目

心理学 論  

心理学 論  

心理 論 心理 に関する理論と実 ） 

心理 論  

心理査定 心理的 ス に関する理論と実 ） 

心理査定  

心理 実  

心理実 心理実 実 ） ※ 

心理実  

表２ 
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選
択
必
修
科
目
（各
群
か
ら
１
科
目
）

Ａ
群

心理学研究法 論 

心理学 別  

Ｂ
群

発 心理学 論 分野に関する理論と の展 ） 

認 心理学 論 

Ｃ
群

人間関 ・ 分野に関する理論と の展 ） 

会心理学研究 関 ・集 ・ 域 会における心理 に関する理論と実 ） 

法・ 分野に関する理論と の展  

Ｄ
群

学 論 分野に関する理論と の展 ） 

・実 学 論 ） 

・実 学 論 ー ルケ ） 

Ｅ
群

心理 法 論 

心理 査法 論 

法 論 

※ 修者 は までとする。 

３） ス ール 学 ー ル ー 修了者認定 格

認定 格を するためには 学後に、ス ール 学 ） ー ル ー 教 の が必要です。 

会 士または 士の 格者 格 者）であって、 合 ースのス ール 学

ー ル ー 教 を修了した者が、 一 法人 本 ー ル ー 教 学 連 申請するこ

とにより 一 法人 本 ー ル ー 教 学 連 認定ス ール 学 ー ル ー 教 修

了者 として修了証の を受けることができます。教 修了に必要な科 は表 の りです。 

なお、 学 に 会 士または 士の 試験受験 格のみを している場合でも教 の は

ですが、認定 格の 申請は 試験に合格し、 格者となった後に行うこととなります。 

表   

分 科 の  単位 備  

ス
ク
ー
ル
（学
校
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

専
門
科
目
群

・実 学 論 ス ール ー ル

ー 論） 
 

必修 
ス ール ー ル ー   

ス ール ー ル ー 実 指導 ※１）  

ス ール ー ル ー 実  ※１）  

教
育
関
連
科
目
群

教 行 学 ※２）  必修 

教 心理学 教 ・学 心理学） ※２）  教 心理学 教 ・学 心理学） 、 ・実 学 論

発 ） 、 別 教 論 、 教 論 の中

から２単位 ）以 選択し 修すること。た し、 記

の４科 のう 、 ・実 学 論 発 ） 、

別 教 論 のい れかは必 修すること。 

・実 学 論 発 ） ※２）  

別 教 論 ※２）  

教 論 ※２）  

追
加

科
目

論   必修 会 士 格者は 修 となる。） 

学   
必修 士 格者は 修 となる。） 

学  

※１ の ス ール ー ル ー 実 指導 ・ ス ール ー ル ー 実 の２科 については ス

ール ー ル ー ーの実 験が２ 以 ある場合は、要 を たせば 修 となります。 

※２ の 教 者 は 修 となります。 ス ール ー ル ー ーの実 験が２ 以

ある場合は、要 を たせば 修 となります。 

区分 科目名 

 学位（ 士）論文審査                               

研究指導の下に提出される の 別の研究論文であり、 員提出が必要です。 

修士論文の や研究方法は、研究 、 ースおよ 分野の 性により なりますが、そ

れに対 して審査します。 

 

 は受験 学 に研究関心・研究 を提出し、その で ース たる研究

指導に当たる教員を めます。 

 研究 は、修士論文としての 性が明らかになるものとし、修士論文の 題も 定的に設

定します。 

 指導教員は、修士論文の作成 において、 科 を まえながら 、実 科 を関連

けて、指導・評価を行います。 

 修士論文の 成までに、 会、中間 会を実 します。２ 後 には、学位論文発

表会を行い、その後、論文審査を実 します。 

 

修士論文の審査については以下の観点から行います。 

１） 問題設定は適切かつ明確であるか 

２） 問題設定に対して適切な方法が選択され実行されているか 

３） 結論に至るまで一貫した論理構成がなされているか 

４） 論述や表記の仕方は的確であるか 

５） 設定した問題の解明は十分になされているか 

６） 当該領域に な を含 ものであるか

 

別途指示します。
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Ⅰ　博士前期課程

選
択
必
修
科
目
（各
群
か
ら
１
科
目
）

Ａ
群

心理学研究法 論 

心理学 別  

Ｂ
群

発 心理学 論 分野に関する理論と の展 ） 

認 心理学 論 

Ｃ
群

人間関 ・ 分野に関する理論と の展 ） 

会心理学研究 関 ・集 ・ 域 会における心理 に関する理論と実 ） 

法・ 分野に関する理論と の展  

Ｄ
群

学 論 分野に関する理論と の展 ） 

・実 学 論 ） 

・実 学 論 ー ルケ ） 

Ｅ
群

心理 法 論 

心理 査法 論 

法 論 

※ 修者 は までとする。 

３） ス ール 学 ー ル ー 修了者認定 格

認定 格を するためには 学後に、ス ール 学 ） ー ル ー 教 の が必要です。 

会 士または 士の 格者 格 者）であって、 合 ースのス ール 学

ー ル ー 教 を修了した者が、 一 法人 本 ー ル ー 教 学 連 申請するこ

とにより 一 法人 本 ー ル ー 教 学 連 認定ス ール 学 ー ル ー 教 修

了者 として修了証の を受けることができます。教 修了に必要な科 は表 の りです。 

なお、 学 に 会 士または 士の 試験受験 格のみを している場合でも教 の は

ですが、認定 格の 申請は 試験に合格し、 格者となった後に行うこととなります。 

表   

分 科 の  単位 備  

ス
ク
ー
ル
（学
校
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

専
門
科
目
群

・実 学 論 ス ール ー ル

ー 論） 
 

必修 
ス ール ー ル ー   

ス ール ー ル ー 実 指導 ※１）  

ス ール ー ル ー 実  ※１）  

教
育
関
連
科
目
群

教 行 学 ※２）  必修 

教 心理学 教 ・学 心理学） ※２）  教 心理学 教 ・学 心理学） 、 ・実 学 論

発 ） 、 別 教 論 、 教 論 の中

から２単位 ）以 選択し 修すること。た し、 記

の４科 のう 、 ・実 学 論 発 ） 、

別 教 論 のい れかは必 修すること。 

・実 学 論 発 ） ※２）  

別 教 論 ※２）  

教 論 ※２）  

追
加

科
目

論   必修 会 士 格者は 修 となる。） 

学   
必修 士 格者は 修 となる。） 

学  

※１ の ス ール ー ル ー 実 指導 ・ ス ール ー ル ー 実 の２科 については ス

ール ー ル ー ーの実 験が２ 以 ある場合は、要 を たせば 修 となります。 

※２ の 教 者 は 修 となります。 ス ール ー ル ー ーの実 験が２ 以

ある場合は、要 を たせば 修 となります。 

区分 科目名 

 学位（ 士）論文審査                               

研究指導の下に提出される の 別の研究論文であり、 員提出が必要です。 

修士論文の や研究方法は、研究 、 ースおよ 分野の 性により なりますが、そ

れに対 して審査します。 

 

 は受験 学 に研究関心・研究 を提出し、その で ース たる研究

指導に当たる教員を めます。 

 研究 は、修士論文としての 性が明らかになるものとし、修士論文の 題も 定的に設

定します。 

 指導教員は、修士論文の作成 において、 科 を まえながら 、実 科 を関連

けて、指導・評価を行います。 

 修士論文の 成までに、 会、中間 会を実 します。２ 後 には、学位論文発

表会を行い、その後、論文審査を実 します。 

 

修士論文の審査については以下の観点から行います。 

１） 問題設定は適切かつ明確であるか 

２） 問題設定に対して適切な方法が選択され実行されているか 

３） 結論に至るまで一貫した論理構成がなされているか 

４） 論述や表記の仕方は的確であるか 

５） 設定した問題の解明は十分になされているか 

６） 当該領域に な を含 ものであるか

 

別途指示します。
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　博 士 期 課 程



１ 博士後期課程の概要 

 

 

 教育研究上の基本的目標 
本研究科の研究指導は、福祉コミュニティを構築するための研究開発と、実証的根拠に基づく実践理論・

技法にその重点を置く。そのため先行研究の充分な検討に加えて、従来の社会福祉の領域に留まらない多

面的なニーズの表出を包含できる発展的視点で研究テーマを再構築するとともに、実証的なデータと結び

つけ、具体的問題の解決に寄与できる理論構成を探求することを、基本的な教育研究の方向とする。教育

研究の展開は、福祉現場が取り組む諸課題について、その発生過程の検証、対応する実践理論の評価、基

礎となる研究理論の評価を機軸として総体的に行っていく。

 専攻は、多様なテーマと分析方法を拡散させることなく、社会福祉学の科学方法論として統合していく

ために社会福祉学専攻の一専攻とし、多面的で統合的なアプローチのもとに、総合的に教育研究を行う。



 養成する人材像 
本課程の教育研究は、次に示す人材の育成を意図する。

● 多面的な社会福祉分野において、高度なコンサルテーション、リエゾン・コンサルテーションを行う

能力を有する人材

● 地域や行政に対して、福祉・心理・保健・医療分野でのシンクタンク機能を担うための能力を習得し

た人材

● 岩手県立大学が位置する地域特性を活かし、わが国の同様の特性を持つ地域と連携し、さらには国際

的視野に立ち、研究成果を築くことのできる人材

● 社会福祉に関わる実践領域、研究機関、教育機関において求められる研究能力と実践能力を兼ね備え

た人材

以上を通じて、実践課題に柔軟かつ確実に対応できる研究者、教育者としての自立的な研究を展開で

きる人材養成もさらに視野に置く。
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　博士 期課程

 博士  
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　博士 期課程
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Ⅰ

 



 

 

 

 

 

Ⅱ

Ⅲ

５ 学位（博士）論文審査 

                                   

   博士論文の作成スケジュールに沿って指導教員の指導のもとに研究を続け、中間発表会等により、

広範囲の学問分野からの評価をもとめながら論文を作成した後、論文の審査を申し出ることになりま

す。

学位論文は、研究科委員会において選出された論文審査委員会が、博士論文としてふさわしいかど

うか審査します。

なお、審査が終了した後に、博士論文を中心とした関連のある分野について、口述または筆記によ

る修了試験を行います。

審査委員会による論文審査と修了試験の結果を受け、研究科委員会で学位の認定を行います。

《学位（博士）論文審査基準》 

 博士論文を提出する前提として予備審査に合格しなければなりません。そのためには、博士論文に

つながる研究論文で、本人が単独または筆頭執筆者である論文２編が、査読を前提とする学術誌にお

いて公刊※されていることが必要であり、その論文を添えて予備審査を申請しなければなりません。

    ※ 当該学術誌の編集者により、出版予定論文として受理されたことが証明できる場合を含みます。 

 博士論文の審査については以下の観点から行います。 

１） 問題設定は適切かつ明確であるか 

２） 問題設定に対して適切な方法が選択され実行されているか 

３） 結論に至るまで一貫した論理構成がなされているか 

４） 論述や表記の仕方は的確であるか 

５） 設定した問題の解明は十分になされているか 

  ６） 新規性・独創性がみとめられるか

７） 当該領域の発展に寄与するものであるか

《論文審査日程・提出書類》 

別途指示します。
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　博士 期課程
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５ 学位（博士）論文審査 

                                   

   博士論文の作成スケジュールに沿って指導教員の指導のもとに研究を続け、中間発表会等により、

広範囲の学問分野からの評価をもとめながら論文を作成した後、論文の審査を申し出ることになりま

す。

学位論文は、研究科委員会において選出された論文審査委員会が、博士論文としてふさわしいかど

うか審査します。

なお、審査が終了した後に、博士論文を中心とした関連のある分野について、口述または筆記によ

る修了試験を行います。

審査委員会による論文審査と修了試験の結果を受け、研究科委員会で学位の認定を行います。

《学位（博士）論文審査基準》 

 博士論文を提出する前提として予備審査に合格しなければなりません。そのためには、博士論文に

つながる研究論文で、本人が単独または筆頭執筆者である論文２編が、査読を前提とする学術誌にお

いて公刊※されていることが必要であり、その論文を添えて予備審査を申請しなければなりません。

    ※ 当該学術誌の編集者により、出版予定論文として受理されたことが証明できる場合を含みます。 

 博士論文の審査については以下の観点から行います。 

１） 問題設定は適切かつ明確であるか 

２） 問題設定に対して適切な方法が選択され実行されているか 

３） 結論に至るまで一貫した論理構成がなされているか 

４） 論述や表記の仕方は的確であるか 

５） 設定した問題の解明は十分になされているか 

  ６） 新規性・独創性がみとめられるか

７） 当該領域の発展に寄与するものであるか

《論文審査日程・提出書類》 

別途指示します。
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